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.資料１. 

 

令和６（2024）年における島田市の人口動向 

 

＜人口（住民基本台帳）＞ 

➢ 令和６年12月31日現在の人口は、94,747人（うち、外国人1,961人）となった。 

➢ 前年と比較して、人口は951人の減少（うち、外国人は78人の増加）となった。 

＜自然動態＞ ２ページ 

➢ 令和６（2024）年の自然動態は、日本人のみの場合は858人の減少（外国人含む

場合は855人の減少）となった。 

➢ 平成13（2001）年以降、自然減拡大の傾向が続いている。 

＜社会動態＞ ３ページ 

➢ 令和６（2024）年の社会動態は、国内における日本人のみの場合は187人の減

少、（国外移動・外国人を含む場合は106人の減少）となった。 

➢ 国内における日本人のみの転出超過については、縮小傾向である。 

➢ 国外を含む外国人の社会移動は、連続していた転入超過が、令和３(2021)年は転

出超過となったが、令和４(2022)年以降は再び転入超過となった。（令和６年：

転入519人、転出422人） 

＜年齢別にみた社会動態＞ ６～７ページ 

➢ ９歳以下の社会動態は57人の増加となり、転入超過が続いている。（11年連続） 

➢ 30歳代の社会動態は16人の増加となり、転入超過の傾向が続いている。 

＜転入前・転出後の住所地別にみた社会動態＞ ８～19ページ 

➢ 令和６（2024）年は、県内移動、県外移動（国外を含む。）とも転出超過とな

り、県内は45人の減少、県外は61人の減少となった。 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間において、転入超過の最も大きい住所地は、都道

府県では静岡県、県内市町では牧之原市となった。 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間において、転出超過の最も大きい住所地は、都道

府県では東京都、県内市町では浜松市となった。 

＜外国人の人口・社会動態＞ 40～41ページ 

➢ 人口全体に占める外国人の割合は2.07％（令和５年：1.97％） 

➢ 外国人人口は、平成27（2015）年から令和２（2020）年まで継続して増加し、令

和３（2021）年は減少したが、令和４（2022）年から再び増加に転じている。 

※厚生労働省、総務省、市民課が公表する３種類の数値を使用しており、それぞれ集計す

る時点が異なる。   



２ 

 

＜自然動態＞ 

➢ 平成13（2001）年以降、出生数より死亡数が多い自然減が続いている。 

➢ 自然減は拡大の傾向にあり、令和５（2023）年に800人を超え、令和６（2024）

年は過去最大の自然減となった。 

➢ 日本人のみの平成８（1996）年以降の29年間の平均は、出生が751人、死亡が

1,061人で、自然減（310人減）となった。 

➢ 日本人のみの令和２（2020）年以降の５年間の平均は、出生が547人、死亡が

1,279人で、自然減（732人減）となった。 

 

■島田市 自然動態の推移グラフ 

【日本人のみ】 

 

【外国人を含む】 

  



３ 

 

＜社会動態＞ 

➢ 国内における日本人の社会動態は、平成18（2006）年以降、転入者数より転出者

数が多い転出超過が続いている。 

➢ 国外移動及び外国人を含めると、平成27（2015）年以降、-200人～100人で推移

している。 

➢ 国内における日本人の平成８（1996）年以降の29年間の平均は、転入者が2,401

人、転出者が2,558人で、転出超過（158人減）となった。 

➢ 国内における日本人の令和２（2020）年以降の５年間の平均は、転入者が1,985

人、転出者が2,088人で、転出超過（103人減）となった。 

 

■島田市 社会動態の推移グラフ 

【国内移動、日本人のみ】 

 

【国外移動、外国人を含む】 
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■島田市 自然動態・社会動態の推移表 

 

出典：自然動態…人口動態調査 人口動態統計（厚生労働省） 

社会動態…住民基本台帳人口移動報告 年報（実数）（総務省） 

※令和６（2024）年は見込数値 

※網掛け部の数値は、住民基本台帳（島田市） 

出生数 死亡数 自然増減 出生数 死亡数 自然増減 転入者数 転出者数 社会増減 転入者数 転出者数 社会増減 転入者数 転出者数 社会増減 転入者数 転出者数 社会増減

1996 (H08) 912 754 158 3,071 3,315 -244

1997 (H09) 929 776 153 3,114 3,205 -91

1998 (H10) 906 784 122 2,664 3,130 -466

1999 (H11) 867 831 36 2,783 3,092 -309

2000 (H12) 831 829 2 2,970 3,125 -155

2001 (H13) 861 887 -26 2,987 3,095 -108

2002 (H14) 854 865 -11 2,815 3,045 -230

2003 (H15) 843 847 -4 2,902 3,118 -216

2004 (H16) 840 865 -25 3,081 3,072 9

2005 (H17) 853 967 -114 2,796 2,774 22

2006 (H18) 810 921 -111 2,484 2,751 -267

2007 (H19) 884 933 -49 2,597 2,814 -217

2008 (H20) 876 989 -113 2,497 2,693 -196

2009 (H21) 790 1,109 -319 2,367 2,463 -96

2010 (H22) 815 1,080 -265 2,168 2,416 -248

2011 (H23) 788 1,061 -273 2,207 2,336 -129

2012 (H24) 792 1,154 -362 2,298 2,407 -109

2013 (H25) 776 1,065 -289 2,265 2,563 -298

2014 (H26) 719 1,130 -411 2,288 2,359 -71

2015 (H27) 748 1,157 -409 755 1,162 -407 2,277 2,407 -130 2,413 2,531 -118 261 201 60 2,674 2,732 -58

2016 (H28) 680 1,143 -463 688 1,145 -457 2,158 2,275 -117 2,351 2,401 -50 244 189 55 2,595 2,590 5

2017 (H29) 701 1,249 -548 705 1,249 -544 2,041 2,293 -252 2,247 2,430 -183 244 236 8 2,491 2,666 -175

2018 (H30) 658 1,167 -509 664 1,167 -503 2,152 2,228 -76 2,381 2,343 38 272 267 5 2,653 2,610 43

2019 (R01) 645 1,209 -564 653 1,212 -559 2,100 2,179 -79 2,415 2,314 101 241 249 -8 2,656 2,563 93

2020 (R02) 610 1,198 -588 618 1,199 -581 2,064 2,129 -65 2,305 2,240 65 136 127 9 2,441 2,367 74

2021 (R03) 596 1,204 -608 613 1,206 -593 1,995 2,086 -91 2,186 2,240 -54 135 201 -66 2,321 2,441 -120

2022 (R04) 548 1,319 -771 557 1,321 -764 2,021 2,052 -31 2,474 2,257 217 118 278 -160 2,592 2,535 57

2023 (R05) 504 1,339 -835 514 1,341 -827 1,916 2,058 -142 2,255 2,284 -29 307 224 83 2,562 2,508 54

2024 (R06) 479 1,337 -858 489 1,344 -855 1,929 2,116 -187 2,171 2,372 -201 372 277 95 2,543 2,649 -106

751 1,061 -310 626 1,235 -609 2,401 2,558 -158 2,320 2,341 -21 233 225 8 2,553 2,566 -13

547 1,279 -732 558 1,282 -724 1,985 2,088 -103 2,278 2,279 -0 214 221 -8 2,492 2,500 -8

全体平均

直近５年平均

日本人＋外国人日本人のみ 日本人＋外国人
暦年

自然動態

日本人のみ

国内移動のみ

社会動態

国外移動のみ

日本人＋外国人 日本人＋外国人

国内移動＋国外移動



５ 

（単位：人） 

 

  

出生数 死亡数 自然増減 出生数 死亡数 自然増減 転入者数 転出者数 社会増減 転入者数 転出者数 社会増減 転入者数 転出者数 社会増減 転入者数 転出者数 社会増減

1996 (H08) 912 754 158 3,071 3,315 -244

1997 (H09) 929 776 153 3,114 3,205 -91

1998 (H10) 906 784 122 2,664 3,130 -466

1999 (H11) 867 831 36 2,783 3,092 -309

2000 (H12) 831 829 2 2,970 3,125 -155

2001 (H13) 861 887 -26 2,987 3,095 -108

2002 (H14) 854 865 -11 2,815 3,045 -230

2003 (H15) 843 847 -4 2,902 3,118 -216

2004 (H16) 840 865 -25 3,081 3,072 9

2005 (H17) 853 967 -114 2,796 2,774 22

2006 (H18) 810 921 -111 2,484 2,751 -267

2007 (H19) 884 933 -49 2,597 2,814 -217

2008 (H20) 876 989 -113 2,497 2,693 -196

2009 (H21) 790 1,109 -319 2,367 2,463 -96

2010 (H22) 815 1,080 -265 2,168 2,416 -248

2011 (H23) 788 1,061 -273 2,207 2,336 -129

2012 (H24) 792 1,154 -362 2,298 2,407 -109

2013 (H25) 776 1,065 -289 2,265 2,563 -298

2014 (H26) 719 1,130 -411 2,288 2,359 -71

2015 (H27) 748 1,157 -409 755 1,162 -407 2,277 2,407 -130 2,413 2,531 -118 261 201 60 2,674 2,732 -58

2016 (H28) 680 1,143 -463 688 1,145 -457 2,158 2,275 -117 2,351 2,401 -50 244 189 55 2,595 2,590 5

2017 (H29) 701 1,249 -548 705 1,249 -544 2,041 2,293 -252 2,247 2,430 -183 244 236 8 2,491 2,666 -175

2018 (H30) 658 1,167 -509 664 1,167 -503 2,152 2,228 -76 2,381 2,343 38 272 267 5 2,653 2,610 43

2019 (R01) 645 1,209 -564 653 1,212 -559 2,100 2,179 -79 2,415 2,314 101 241 249 -8 2,656 2,563 93

2020 (R02) 610 1,198 -588 618 1,199 -581 2,064 2,129 -65 2,305 2,240 65 136 127 9 2,441 2,367 74

2021 (R03) 596 1,204 -608 613 1,206 -593 1,995 2,086 -91 2,186 2,240 -54 135 201 -66 2,321 2,441 -120

2022 (R04) 548 1,319 -771 557 1,321 -764 2,021 2,052 -31 2,474 2,257 217 118 278 -160 2,592 2,535 57

2023 (R05) 504 1,339 -835 514 1,341 -827 1,916 2,058 -142 2,255 2,284 -29 307 224 83 2,562 2,508 54

2024 (R06) 479 1,337 -858 489 1,344 -855 1,929 2,116 -187 2,171 2,372 -201 372 277 95 2,543 2,649 -106

751 1,061 -310 626 1,235 -609 2,401 2,558 -158 2,320 2,341 -21 233 225 8 2,553 2,566 -13

547 1,279 -732 558 1,282 -724 1,985 2,088 -103 2,278 2,279 -0 214 221 -8 2,492 2,500 -8

全体平均

直近５年平均

日本人＋外国人日本人のみ 日本人＋外国人
暦年

自然動態

日本人のみ

国内移動のみ

社会動態

国外移動のみ

日本人＋外国人 日本人＋外国人

国内移動＋国外移動



６ 

 

＜男女別年齢別にみた社会移動＞ 

➢ ９歳以下は、平成26（2014）年以降、11年連続で転入超過となった。 

➢ 10歳代後半から20歳代後半までは大幅な転出超過（合計169人減）となった。 

➢ 20歳代後半は、令和３（2021）年以降、転入超過が続いていたが、令和６

（2024）年は転出超過（35人減）となった。 

➢ 30歳代は、平成26（2014）年以降、転入超過の傾向が続いている。 

 

■島田市 転入・転出の男女別・年齢別構成グラフ 

令和６（2024）年 転入 

 

 2024（令和６年）転出 

 

 

■島田市 男女別・年齢10歳階級別の社会増減推移表 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

2017 (H29) 年 2018 (H30) 年 2019 (R01) 年 2020 (R02) 年 2021 (R03) 年 2022 (R04) 年 2023 (R05) 年 2024 (R06) 年

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

０～９歳 31 29 60 50 48 98 59 53 112 42 60 102 7 31 38 35 27 62 11 22 33 29 28 57

10～19歳 -45 -23 -68 -50 5 -45 -11 1 -10 -30 -40 -70 -24 -29 -53 -23 -9 -32 -14 -10 -24 -30 -32 -62

20～29歳 -93 -31 -124 -79 -28 -107 21 -103 -82 -21 -84 -105 -37 -55 -92 40 40 80 -1 -68 -69 -80 -33 -113

30～39歳 9 -4 5 55 37 92 1 27 28 47 18 65 -13 -20 -33 32 5 37 3 3 6 4 12 16

40～49歳 -35 -3 -38 -1 4 3 16 27 43 23 7 30 11 -17 -6 13 31 44 10 25 35 -19 -3 -22

50～59歳 -15 -2 -17 -17 4 -13 15 3 18 5 -6 -1 6 14 20 13 16 29 14 0 14 15 18 33

60～69歳 12 1 13 -12 11 -1 -4 -4 -8 17 13 30 16 -10 6 3 17 20 19 11 30 7 -9 -2

70～79歳 -4 -7 -11 2 -3 -1 -7 -17 -24 12 4 16 7 1 8 1 5 6 10 5 15 1 -4 -3

80～89歳 -1 -3 -4 -2 18 16 3 -1 2 1 -4 -3 6 -3 3 -3 1 -2 6 1 7 3 -7 -4

90歳以上 0 1 1 -2 0 -2 -1 3 2 -1 6 5 1 -2 -1 0 2 2 -2 2 0 -2 -4 -6

合　計 -141 -42 -183 -56 96 40 92 -11 81 95 -26 69 -20 -90 -110 111 135 246 56 -9 47 -72 -34 -106

年齢10歳
区分



７ 

■島田市 男女別・年齢５歳階級別の社会増減表 （単位：人） 

 

 

 

（単位：人） 

 

  

2024 (R06) 年

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

０～４歳 81 84 165 53 52 105 28 32 60

５～９歳 34 31 65 33 35 68 1 -4 -3

10～14歳 20 19 39 21 24 45 -1 -5 -6

15～19歳 56 54 110 85 81 166 -29 -27 -56

20～24歳 209 202 411 239 250 489 -30 -48 -78

25～29歳 257 292 549 307 277 584 -50 15 -35

30～34歳 202 191 393 190 170 360 12 21 33

35～39歳 120 94 214 128 103 231 -8 -9 -17

40～44歳 81 60 141 89 63 152 -8 -3 -11

45～49歳 60 43 103 71 43 114 -11 0 -11

50～54歳 53 42 95 39 37 76 14 5 19

55～59歳 38 38 76 37 25 62 1 13 14

60～64歳 27 17 44 20 16 36 7 1 8

65～69歳 18 17 35 18 27 45 0 -10 -10

70～74歳 19 17 36 13 13 26 6 4 10

75～79歳 10 11 21 15 19 34 -5 -8 -13

80～84歳 9 7 16 8 15 23 1 -8 -7

85～89歳 4 13 17 2 12 14 2 1 3

90歳以上 3 10 13 5 14 19 -2 -4 -6

合　計 1,301 1,242 2,543 1,373 1,276 2,649 -72 -34 -106

転出者数 社会増減転入者数
年齢５歳

区分

2017 (H29) 年 2018 (H30) 年 2019 (R01) 年 2020 (R02) 年 2021 (R03) 年 2022 (R04) 年 2023 (R05) 年 2024 (R06) 年

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

０～９歳 31 29 60 50 48 98 59 53 112 42 60 102 7 31 38 35 27 62 11 22 33 29 28 57

10～19歳 -45 -23 -68 -50 5 -45 -11 1 -10 -30 -40 -70 -24 -29 -53 -23 -9 -32 -14 -10 -24 -30 -32 -62

20～29歳 -93 -31 -124 -79 -28 -107 21 -103 -82 -21 -84 -105 -37 -55 -92 40 40 80 -1 -68 -69 -80 -33 -113

30～39歳 9 -4 5 55 37 92 1 27 28 47 18 65 -13 -20 -33 32 5 37 3 3 6 4 12 16

40～49歳 -35 -3 -38 -1 4 3 16 27 43 23 7 30 11 -17 -6 13 31 44 10 25 35 -19 -3 -22

50～59歳 -15 -2 -17 -17 4 -13 15 3 18 5 -6 -1 6 14 20 13 16 29 14 0 14 15 18 33

60～69歳 12 1 13 -12 11 -1 -4 -4 -8 17 13 30 16 -10 6 3 17 20 19 11 30 7 -9 -2

70～79歳 -4 -7 -11 2 -3 -1 -7 -17 -24 12 4 16 7 1 8 1 5 6 10 5 15 1 -4 -3

80～89歳 -1 -3 -4 -2 18 16 3 -1 2 1 -4 -3 6 -3 3 -3 1 -2 6 1 7 3 -7 -4

90歳以上 0 1 1 -2 0 -2 -1 3 2 -1 6 5 1 -2 -1 0 2 2 -2 2 0 -2 -4 -6

合　計 -141 -42 -183 -56 96 40 92 -11 81 95 -26 69 -20 -90 -110 111 135 246 56 -9 47 -72 -34 -106

年齢10歳
区分



８ 

 

＜県内外別にみた社会移動＞ 

➢ 転入者数、転出者数とも、県内の移動が多い。 

➢ 直近10年間をみると、県内からの転入者数、県内への転出者とも、1,400人～

1,600人程度を推移している。 

➢ 県外からの転入者数、県外への転出者数とも、令和２（2020）年に急減し、転入

者数は、令和４（2022）年に増加して以降横ばいになっている。転出者数は、翌

年から徐々に増加している。 

➢ 県内移動の社会増減は、平成26（2014）年以降、転入超過の傾向が続いていた

が、令和６（2024）年は転出超過となった。 

➢ 県外移動の社会増減は、転出超過が続いている。 

■島田市 県内外別にみた社会移動グラフ 

【転入者数（男女計）】 

 

【転出者数（男女計）】 

  



９ 

【社会増減（男女計）】 

 

■島田市 県内外別にみた社会移動推移表 

 
出典：［県県内］平成23（2011）年以前、県県外］令和元（2019）年以前…住民基本台帳（島田市） 

県県内］平成24（2012）年以降、県県外］令和２（2020）年以降 

 …住民基本台帳人口移動報告 年報（実数）（総務省） 

※令和６（2024）年は見込数値

県内から 県外から 計 県内へ 県外へ 計 県内 県外 計

2006 (H18) 1,579 952 2,531 1,761 1,039 2,800 -182 -87 -269

2007 (H19) 1,691 946 2,637 1,829 1,048 2,877 -138 -102 -240

2008 (H20) 1,612 999 2,611 1,749 1,014 2,763 -137 -15 -152

2009 (H21) 1,534 916 2,450 1,502 1,035 2,537 32 -119 -87

2010 (H22) 1,381 867 2,248 1,537 1,018 2,555 -156 -151 -307

2011 (H23) 1,466 875 2,341 1,533 907 2,440 -67 -32 -99

2012 (H24) 1,561 911 2,493 1,581 961 2,572 -20 -50 -79

2013 (H25) 1,642 857 2,556 1,664 1,121 2,864 -22 -264 -308

2014 (H26) 1,606 917 2,583 1,461 1,172 2,693 145 -255 -110

2015 (H27) 1,576 1,223 2,799 1,527 1,282 2,809 49 -59 -10

2016 (H28) 1,509 1,137 2,646 1,443 1,210 2,653 66 -73 -7

2017 (H29) 1,411 1,118 2,529 1,486 1,279 2,765 -75 -161 -236

2018 (H30) 1,643 1,282 2,925 1,481 1,396 2,877 162 -114 48

2019 (R01) 1,675 1,222 2,897 1,494 1,318 2,812 181 -96 85

2020 (R02) 1,538 903 2,441 1,385 982 2,367 153 -79 74

2021 (R03) 1,415 906 2,321 1,380 1,061 2,441 35 -155 -120

2022 (R04) 1,534 1,058 2,592 1,375 1,160 2,535 159 -102 57

2023 (R05) 1,428 1,134 2,562 1,360 1,148 2,508 68 -14 54

2024 (R06) 1,441 1,102 2,543 1,486 1,163 2,649 -45 -61 -106

1,539 1,017 2,563 1,528 1,122 2,659 11 -105 -95

1,471 1,021 2,492 1,397 1,103 2,500 74 -82 -8

社会増減

男女計

転入者数

全体平均

直近５年平均

転出者数



 

 

（白紙） 
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＜県外における社会動態（地域ブロック別）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間で、転入者数と転出者数の合計が最も大きいのは

静岡県、次いで東京圏（東京都を除く）となった。 

➢ 転入超過が最も大きいのは静岡県、転出超過が最も大きいのは東京都となった。 

 

■島田市 地域ブロック別にみた社会動態の状況 

令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、地域ブロック別に集計し、転入者

数・転出者数の多い地域ブロックを掲載しています。 

   

 

 

 

   

出典：住民基本台帳（島田市）   

大阪圏 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 49 83 -34

2016 (H28) 50 72 -22

2017 (H29) 41 67 -26

2018 (H30) 63 66 -3

2019 (R01) 43 68 -25

2020 (R02) 63 74 -11

2021 (R03) 56 56 0

2022 (R04) 67 72 -5

2023 (R05) 60 71 -11

2024 (R06) 67 80 -13

559 709 -150

313 353 -40

10年累計

直近５年累計

北関東 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 36 38 -2

2016 (H28) 48 29 19

2017 (H29) 65 40 25

2018 (H30) 56 31 25

2019 (R01) 32 29 3

2020 (R02) 53 41 12

2021 (R03) 44 39 5

2022 (R04) 55 31 24

2023 (R05) 30 47 -17

2024 (R06) 21 37 -16

440 362 78

203 195 8

10年累計

直近５年累計

中部・北陸（静岡県を除く） （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 47 57 -10

2016 (H28) 49 46 3

2017 (H29) 44 40 4

2018 (H30) 32 37 -5

2019 (R01) 58 28 30

2020 (R02) 49 59 -10

2021 (R03) 71 47 24

2022 (R04) 61 52 9

2023 (R05) 63 58 5

2024 (R06) 69 42 27

543 466 77

313 258 55

10年累計

直近５年累計

中京圏 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 193 169 24

2016 (H28) 191 186 5

2017 (H29) 174 194 -20

2018 (H30) 182 162 20

2019 (R01) 230 166 64

2020 (R02) 185 190 -5

2021 (R03) 144 186 -42

2022 (R04) 229 181 48

2023 (R05) 215 208 7

2024 (R06) 172 197 -25

1,915 1,839 76

945 962 -17

10年累計

直近５年累計

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1,630 1,592 38

2016 (H28) 1,588 1,522 66

2017 (H29) 1,491 1,568 -77

2018 (H30) 1,632 1,469 163

2019 (R01) 1,656 1,488 168

2020 (R02) 1,529 1,377 152

2021 (R03) 1,411 1,375 36

2022 (R04) 1,518 1,365 153

2023 (R05) 1,419 1,351 68

2024 (R06) 1,441 1,486 -45

15,315 14,593 722

7,318 6,954 364

10年累計

直近５年累計

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 126 215 -89

2016 (H28) 115 200 -85

2017 (H29) 121 184 -63

2018 (H30) 112 217 -105

2019 (R01) 123 222 -99

2020 (R02) 131 176 -45

2021 (R03) 126 165 -39

2022 (R04) 137 187 -50

2023 (R05) 104 189 -85

2024 (R06) 92 194 -102

1,187 1,949 -762

590 911 -321

10年累計

直近５年累計

東京圏（東京都を除く） （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 163 231 -68

2016 (H28) 177 232 -55

2017 (H29) 170 203 -33

2018 (H30) 172 253 -81

2019 (R01) 130 202 -72

2020 (R02) 154 203 -49

2021 (R03) 175 231 -56

2022 (R04) 213 218 -5

2023 (R05) 215 252 -37

2024 (R06) 168 208 -40

1,737 2,233 -496

925 1,112 -187

10年累計

直近５年累計
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＜県外における社会動態（都道府県別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５県は、静岡県、岐阜

県、広島県、栃木県、千葉県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位６県は、広島県、岐阜県、千葉県、

滋賀県、新潟県、山梨県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（転入超過） 

令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計し、転入超過の

大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転入超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1,630 1,592 38

2016 (H28) 1,588 1,522 66

2017 (H29) 1,491 1,568 -77

2018 (H30) 1,632 1,469 163

2019 (R01) 1,656 1,488 168

2020 (R02) 1,529 1,377 152

2021 (R03) 1,411 1,375 36

2022 (R04) 1,518 1,365 153

2023 (R05) 1,419 1,351 68

2024 (R06) 1,441 1,486 -45

15,315 14,593 722

7,318 6,954 364直近５年累計

10年累計

岐阜県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 50 12 38

2016 (H28) 45 12 33

2017 (H29) 24 24 0

2018 (H30) 48 12 36

2019 (R01) 45 22 23

2020 (R02) 15 14 1

2021 (R03) 10 9 1

2022 (R04) 30 26 4

2023 (R05) 49 13 36

2024 (R06) 28 14 14

344 158 186

132 76 56直近５年累計

10年累計

広島県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 5 10 -5

2016 (H28) 4 6 -2

2017 (H29) 1 6 -5

2018 (H30) 12 4 8

2019 (R01) 4 10 -6

2020 (R02) 6 7 -1

2021 (R03) 24 7 17

2022 (R04) 10 11 -1

2023 (R05) 11 8 3

2024 (R06) 27 7 20

104 76 28

78 40 38直近５年累計

10年累計

栃木県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 12 10 2

2016 (H28) 14 6 8

2017 (H29) 8 15 -7

2018 (H30) 17 3 14

2019 (R01) 13 8 5

2020 (R02) 19 9 10

2021 (R03) 25 5 20

2022 (R04) 12 5 7

2023 (R05) 8 12 -4

2024 (R06) 5 8 -3

133 81 52

69 39 30直近５年累計

10年累計

千葉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 24 46 -22

2016 (H28) 52 46 6

2017 (H29) 34 41 -7

2018 (H30) 47 46 1

2019 (R01) 34 44 -10

2020 (R02) 25 43 -18

2021 (R03) 37 38 -1

2022 (R04) 68 48 20

2023 (R05) 71 52 19

2024 (R06) 51 41 10

443 445 -2

252 222 30直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 7,318 6,954 364

2 岐阜県 132 76 56

3 広島県 78 40 38

4 栃木県 69 39 30

5 千葉県 252 222 30

6 大分県 30 7 23

7 富山県 39 17 22

8 鹿児島県 31 17 14

9 奈良県 33 20 13

10 山梨県 75 63 12

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 広島県 27 7 20

2 岐阜県 28 14 14

3 千葉県 51 41 10

4 滋賀県 17 7 10

5 新潟県 10 1 9

6 山梨県 17 8 9

7 富山県 12 5 7

8 岩手県 7 1 6

9 山形県 6 1 5

10 岡山県 8 3 5
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＜県外における社会動態（都道府県別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５都府県は、東京都、

神奈川県、愛知県、埼玉県、京都府となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５都県は、東京都、静岡県、埼玉

県、愛知県、神奈川県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（転出超過） 

令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計し、転出超過の

大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転出超過上位５都府県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位10都道県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 126 215 -89

2016 (H28) 115 200 -85

2017 (H29) 121 184 -63

2018 (H30) 112 217 -105

2019 (R01) 123 222 -99

2020 (R02) 131 176 -45

2021 (R03) 126 165 -39

2022 (R04) 137 187 -50

2023 (R05) 104 189 -85

2024 (R06) 92 194 -102

1,187 1,949 -762

590 911 -321直近５年累計

10年累計

神奈川県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 101 123 -22

2016 (H28) 80 134 -54

2017 (H29) 105 106 -1

2018 (H30) 89 154 -65

2019 (R01) 73 121 -48

2020 (R02) 84 116 -32

2021 (R03) 103 149 -46

2022 (R04) 97 121 -24

2023 (R05) 108 145 -37

2024 (R06) 85 104 -19

925 1,273 -348

477 635 -158直近５年累計

10年累計

愛知県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 122 144 -22

2016 (H28) 119 157 -38

2017 (H29) 137 160 -23

2018 (H30) 128 129 -1

2019 (R01) 177 132 45

2020 (R02) 157 163 -6

2021 (R03) 126 153 -27

2022 (R04) 174 141 33

2023 (R05) 143 180 -37

2024 (R06) 134 159 -25

1,417 1,518 -101

734 796 -62直近５年累計

10年累計

埼玉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 38 62 -24

2016 (H28) 45 52 -7

2017 (H29) 31 56 -25

2018 (H30) 36 53 -17

2019 (R01) 23 37 -14

2020 (R02) 45 44 1

2021 (R03) 35 44 -9

2022 (R04) 48 49 -1

2023 (R05) 36 55 -19

2024 (R06) 32 63 -31

369 515 -146

196 255 -59直近５年累計

10年累計

京都府 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 8 14 -6

2016 (H28) 9 18 -9

2017 (H29) 8 24 -16

2018 (H30) 11 27 -16

2019 (R01) 10 14 -4

2020 (R02) 10 15 -5

2021 (R03) 18 10 8

2022 (R04) 11 20 -9

2023 (R05) 4 21 -17

2024 (R06) 15 16 -1

104 179 -75

58 82 -24直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 590 911 -321

2 神奈川県 477 635 -158

3 愛知県 734 796 -62

4 埼玉県 196 255 -59

5 京都府 58 82 -24

6 群馬県 37 57 -20

7 大阪府 171 189 -18

8 沖縄県 25 38 -13

9 三重県 79 90 -11

10 熊本県 15 21 -6

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 92 194 -102

2 静岡県 1,441 1,486 -45

3 埼玉県 32 63 -31

4 愛知県 134 159 -25

5 神奈川県 85 104 -19

6 三重県 10 24 -14

7 茨城県 11 22 -11

8 北海道 7 17 -10

9 福岡県 7 16 -9

10 沖縄県 3 11 -8
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＜県内における社会動態（市町別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５市町は、牧之原市、

焼津市、吉田町、川根本町、御前崎市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５市町も、牧之原市、焼津市、吉田

町、川根本町、御前崎市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（転入超過） 

令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計し、転入超過の

大きい市町を掲載しています。 

 

【転入超過上位５市町】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

牧之原市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 139 80 59

2016 (H28) 126 76 50

2017 (H29) 112 67 45

2018 (H30) 136 68 68

2019 (R01) 117 67 50

2020 (R02) 120 61 59

2021 (R03) 91 53 38

2022 (R04) 98 75 23

2023 (R05) 98 51 47

2024 (R06) 99 57 42

1,136 655 481

506 297 209

10年累計

直近５年累計

焼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 239 173 66

2016 (H28) 225 207 18

2017 (H29) 191 222 -31

2018 (H30) 213 169 44

2019 (R01) 221 182 39

2020 (R02) 204 170 34

2021 (R03) 187 157 30

2022 (R04) 198 131 67

2023 (R05) 171 174 -3

2024 (R06) 210 176 34

2,059 1,761 298

970 808 162

10年累計

直近５年累計

吉田町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 117 79 38

2016 (H28) 124 84 40

2017 (H29) 105 80 25

2018 (H30) 143 112 31

2019 (R01) 131 86 45

2020 (R02) 118 112 6

2021 (R03) 94 55 39

2022 (R04) 108 72 36

2023 (R05) 86 76 10

2024 (R06) 105 83 22

1,131 839 292

511 398 113

10年累計

直近５年累計

川根本町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 54 24 30

2016 (H28) 61 15 46

2017 (H29) 69 19 50

2018 (H30) 53 26 27

2019 (R01) 40 22 18

2020 (R02) 48 19 29

2021 (R03) 39 16 23

2022 (R04) 47 13 34

2023 (R05) 35 30 5

2024 (R06) 42 20 22

488 204 284

211 98 113

10年累計

直近５年累計

御前崎市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 22 9 13

2016 (H28) 26 17 9

2017 (H29) 14 25 -11

2018 (H30) 28 12 16

2019 (R01) 26 12 14

2020 (R02) 37 7 30

2021 (R03) 28 11 17

2022 (R04) 25 12 13

2023 (R05) 19 10 9

2024 (R06) 26 10 16

251 125 126

135 50 85

10年累計

直近５年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 県内市町 転入者数 転出者数 社会増減

1 牧之原市 506 297 209

2 焼津市 970 808 162

3 吉田町 511 398 113

4 川根本町 211 98 113

5 御前崎市 135 50 85

6 富士宮市 86 56 30

7 裾野市 50 38 12

8 三島市 64 57 7

9 西伊豆町 7 1 6

10 森町 12 6 6

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 牧之原市 99 57 42

2 焼津市 210 176 34

3 吉田町 105 83 22

4 川根本町 42 20 22

5 御前崎市 26 10 16

6 富士宮市 22 10 12

7 富士市 36 30 6

8 函南町 5 0 5

9 森町 3 0 3

10 伊豆市 2 1 1
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＜県内における社会動態（市町別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５市は、浜松市、静岡

市、掛川市、袋井市、磐田市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５市は、静岡市、浜松市、藤枝市、

掛川市、磐田市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（転出超過） 

令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計し、転出超過の

大きい市町を掲載しています。 

 

【転出超過上位５市】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

浜松市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 94 139 -45

2016 (H28) 121 129 -8

2017 (H29) 91 128 -37

2018 (H30) 112 118 -6

2019 (R01) 137 112 25

2020 (R02) 125 113 12

2021 (R03) 106 122 -16

2022 (R04) 111 145 -34

2023 (R05) 108 155 -47

2024 (R06) 98 153 -55

1,103 1,314 -211

548 688 -140直近５年累計

10年累計

静岡市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 287 320 -33

2016 (H28) 257 290 -33

2017 (H29) 243 298 -55

2018 (H30) 266 323 -57

2019 (R01) 271 305 -34

2020 (R02) 293 254 39

2021 (R03) 257 240 17

2022 (R04) 259 290 -31

2023 (R05) 250 277 -27

2024 (R06) 289 351 -62

2,672 2,948 -276

1,348 1,412 -64直近５年累計

10年累計

掛川市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 76 97 -21

2016 (H28) 95 110 -15

2017 (H29) 84 95 -11

2018 (H30) 65 98 -33

2019 (R01) 74 102 -28

2020 (R02) 89 78 11

2021 (R03) 73 108 -35

2022 (R04) 72 77 -5

2023 (R05) 63 66 -3

2024 (R06) 81 97 -16

772 928 -156

378 426 -48直近５年累計

10年累計

袋井市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 37 35 2

2016 (H28) 20 28 -8

2017 (H29) 30 37 -7

2018 (H30) 32 32 0

2019 (R01) 32 23 9

2020 (R02) 30 44 -14

2021 (R03) 25 38 -13

2022 (R04) 24 29 -5

2023 (R05) 35 27 8

2024 (R06) 19 31 -12

284 324 -40

133 169 -36直近５年累計

10年累計

磐田市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 31 39 -8

2016 (H28) 25 26 -1

2017 (H29) 37 38 -1

2018 (H30) 26 28 -2

2019 (R01) 41 23 18

2020 (R02) 18 39 -21

2021 (R03) 31 39 -8

2022 (R04) 43 38 5

2023 (R05) 33 32 1

2024 (R06) 31 44 -13

316 346 -30

156 192 -36直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 浜松市 548 688 -140

2 静岡市 1,348 1,412 -64

3 掛川市 378 426 -48

4 袋井市 133 169 -36

5 磐田市 156 192 -36

6 沼津市 94 115 -21

7 清水町 16 27 -11

8 菊川市 277 285 -8

9 湖西市 27 34 -7

10 藤枝市 1,467 1,474 -7

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡市 289 351 -62

2 浜松市 98 153 -55

3 藤枝市 264 284 -20

4 掛川市 81 97 -16

5 磐田市 31 44 -13

6 袋井市 19 31 -12

7 長泉町 0 9 -9

8 菊川市 51 59 -8

9 湖西市 3 6 -3

10 三島市 12 15 -3
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＜市内における自然動態（地区別）＞ 

➢ 六合地区では、連続して自然増であったが、令和３（2021）年から自然減に転じ

た。 

➢ 六合地区以外の地区では、10年連続で自然減となっている。 

 

■島田市 地区別にみた自然動態の状況 

平成27（2015）年から令和６（2024）年の出生数・死亡数について、地区別に集計し、

掲載しています。 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   
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＜市内における社会動態（地区別／転入・転出）＞ 

➢ 令和６（2024）年に転入超過となった地区は、六合地区と初倉地区で、10年間、

転入超過の傾向にある。 

➢ 川根地区では、10年連続で転出超過となっている。 

 

■島田市 地区別にみた社会動態（転入・転出）の状況 

平成27（2015）年から令和６（2024）年の転入者数・転出者数について、地区別に集計

し、掲載しています。 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   
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＜市内における社会動態（地区別／転居）＞ 

➢ 令和６（2024）年に転居により増加した地区は、旧島田地区と六合地区で、10年

間、転居増の傾向にある。 

➢ 伊久美地区と川根地区では、10年連続で転居減となっている。 

 

■島田市 地区別にみた社会動態（転居）の状況 

平成27（2015）年から令和６（2024）年の転居者数について、地区別に集計し、掲載し

ています。 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   
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■島田市 地区別にみた自然動態・社会動態の状況 

平成27（2015）年から令和６（2024）年の自然動態と社会動態※について、地区別に集

計し、掲載しています。 ※社会動態＝県転入－転出］＋県転居（入）－転居（出）］ 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

   

出典：住民基本台帳（島田市）

川根地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -73 -81 -154

2016 (H28) -78 -42 -120

2017 (H29) -95 -59 -154

2018 (H30) -50 -55 -105

2019 (R01) -84 -80 -164

2020 (R02) -70 -59 -129

2021 (R03) -74 -44 -118

2022 (R04) -100 -43 -143

2023 (R05) -76 -45 -121

2024 (R06) -80 -59 -139

-780 -567 -1,347

-400 -250 -650

10年累計

直近５年累計

伊久身地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -9 -4 -13

2016 (H28) -23 -20 -43

2017 (H29) -12 -21 -33

2018 (H30) -17 -12 -29

2019 (R01) -12 -16 -28

2020 (R02) -10 -13 -23

2021 (R03) -9 0 -9

2022 (R04) -13 -7 -20

2023 (R05) -11 -1 -12

2024 (R06) -17 -14 -31

-133 -108 -241

-60 -35 -95

10年累計

直近５年累計

大長地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -34 -50 -84

2016 (H28) -33 -21 -54

2017 (H29) -48 -53 -101

2018 (H30) -41 -44 -85

2019 (R01) -38 3 -35

2020 (R02) -33 -39 -72

2021 (R03) -42 -84 -126

2022 (R04) -47 -56 -103

2023 (R05) -41 4 -37

2024 (R06) -33 -22 -55

-390 -362 -752

-196 -197 -393直近５年累計

10年累計

金谷地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -118 -45 -163

2016 (H28) -170 -93 -263

2017 (H29) -140 -32 -172

2018 (H30) -190 12 -178

2019 (R01) -162 51 -111

2020 (R02) -159 -115 -274

2021 (R03) -209 -69 -278

2022 (R04) -207 9 -198

2023 (R05) -213 -16 -229

2024 (R06) -225 -57 -282

-1,793 -355 -2,148

-1,013 -248 -1,261

10年累計

直近５年累計

大津地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -22 -25 -47

2016 (H28) -23 -51 -74

2017 (H29) -22 10 -12

2018 (H30) -29 3 -26

2019 (R01) -22 9 -13

2020 (R02) -41 -40 -81

2021 (R03) -29 -19 -48

2022 (R04) -30 -27 -57

2023 (R05) -33 -55 -88

2024 (R06) -46 -28 -74

-297 -223 -520

-179 -169 -348直近５年累計

10年累計

旧島田地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -158 38 -120

2016 (H28) -107 39 -68

2017 (H29) -215 -52 -267

2018 (H30) -138 74 -64

2019 (R01) -188 45 -143

2020 (R02) -214 127 -87

2021 (R03) -173 -1 -174

2022 (R04) -260 105 -155

2023 (R05) -307 -18 -325

2024 (R06) -302 -23 -325

-2,062 334 -1,728

-1,256 190 -1,066直近５年累計

10年累計

初倉地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) -32 -9 -41

2016 (H28) -43 100 57

2017 (H29) -33 52 19

2018 (H30) -65 36 -29

2019 (R01) -64 112 48

2020 (R02) -80 95 15

2021 (R03) -54 -10 -64

2022 (R04) -88 154 66

2023 (R05) -99 86 -13

2024 (R06) -108 33 -75

-666 649 -17

-429 358 -71

10年累計

直近５年累計

六合地区 （単位：人）

自然増減 社会増減 増減計

2015 (H27) 34 113 147

2016 (H28) 18 105 123

2017 (H29) 20 -28 -8

2018 (H30) 26 26 52

2019 (R01) 11 -43 -32

2020 (R02) 23 113 136

2021 (R03) -3 117 114

2022 (R04) -22 111 89

2023 (R05) -47 92 45

2024 (R06) -44 64 20

16 670 686

-93 497 404直近５年累計

10年累計

川根地区 

大長地区 

伊久身地区 

大津地区 金谷地区 

初倉地区 

六合地区 
旧島田地区 
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＜県外における社会動態（０歳～９歳／都道府県別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位６都県は、静岡県、東

京都、愛知県、千葉県、栃木県、神奈川県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５府県は、静岡県、神奈川県、千葉

県、滋賀県、京都府となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（０歳～９歳／転入超過） 

０歳～９歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転入超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転入超過上位５都県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10府県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 225 155 70

2016 (H28) 218 167 51

2017 (H29) 208 164 44

2018 (H30) 204 133 71

2019 (R01) 231 141 90

2020 (R02) 184 111 73

2021 (R03) 129 117 12

2022 (R04) 149 131 18

2023 (R05) 138 106 32

2024 (R06) 163 117 46

1,849 1,342 507

763 582 181直近５年累計

10年累計

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 9 3 6

2016 (H28) 13 7 6

2017 (H29) 17 11 6

2018 (H30) 12 13 -1

2019 (R01) 8 6 2

2020 (R02) 10 2 8

2021 (R03) 9 1 8

2022 (R04) 16 3 13

2023 (R05) 4 3 1

2024 (R06) 1 6 -5

99 55 44

40 15 25直近５年累計

10年累計

愛知県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 8 9 -1

2016 (H28) 12 13 -1

2017 (H29) 12 11 1

2018 (H30) 15 5 10

2019 (R01) 18 5 13

2020 (R02) 13 14 -1

2021 (R03) 17 9 8

2022 (R04) 26 10 16

2023 (R05) 11 12 -1

2024 (R06) 13 11 2

145 99 46

80 56 24直近５年累計

10年累計

千葉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 2 0

2016 (H28) 2 5 -3

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 0 1 -1

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 5 1 4

2022 (R04) 5 3 2

2023 (R05) 3 1 2

2024 (R06) 4 0 4

21 13 8

17 5 12直近５年累計

10年累計

栃木県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1 1 0

2016 (H28) 1 1 0

2017 (H29) 1 0 1

2018 (H30) 4 0 4

2019 (R01) 1 0 1

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 7 0 7

2022 (R04) 1 0 1

2023 (R05) 1 0 1

2024 (R06) 0 0 0

17 2 15

9 0 9直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 763 582 181

2 東京都 40 15 25

3 愛知県 80 56 24

4 千葉県 17 5 12

5 栃木県 9 0 9

6 神奈川県 37 28 9

7 大阪府 12 6 6

8 埼玉県 22 17 5

9 新潟県 5 0 5

10 広島県 6 1 5

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 163 117 46

2 神奈川県 10 0 10

3 千葉県 4 0 4

4 滋賀県 4 0 4

5 京都府 3 0 3

6 新潟県 2 0 2

7 長野県 2 0 2

8 愛知県 13 11 2

9 山形県 1 0 1

10 群馬県 1 0 1
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＜県外における社会動態（０歳～９歳／都道府県別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５県は、三重県、福岡

県、熊本県、高知県、岐阜県となった。 

➢ 令和６（2024）年における転出超過は、東京都、高知県、茨城県、香川県、三重

県、沖縄県の６都県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（０歳～９歳／転出超過） 

０歳～９歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転出超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転出超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位６都県】（令和６（2024）年） 

 

出典：住民基本台帳（島田市）   

三重県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 5 0 5

2016 (H28) 1 4 -3

2017 (H29) 2 1 1

2018 (H30) 0 3 -3

2019 (R01) 0 0 0

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 0 6 -6

2022 (R04) 0 0 0

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 0 2 -2

8 16 -8

0 8 -8直近５年累計

10年累計

福岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 0 3

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 1 0 1

2018 (H30) 1 0 1

2019 (R01) 0 0 0

2020 (R02) 0 2 -2

2021 (R03) 0 4 -4

2022 (R04) 2 1 1

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 0 0 0

7 7 0

2 7 -5直近５年累計

10年累計

熊本県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 2 0 2

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 1 0 1

2019 (R01) 0 0 0

2020 (R02) 0 1 -1

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 0 0 0

2023 (R05) 0 2 -2

2024 (R06) 0 0 0

3 3 0

0 3 -3直近５年累計

10年累計

高知県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 0 0 0

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 0 0 0

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 0 3 -3

0 3 -3

0 3 -3直近５年累計

10年累計

岐阜県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 0 3

2016 (H28) 2 0 2

2017 (H29) 0 3 -3

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 1 4 -3

2020 (R02) 0 1 -1

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 1 3 -2

2023 (R05) 0 1 -1

2024 (R06) 1 0 1

8 12 -4

2 5 -3直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 三重県 0 8 -8

2 福岡県 2 7 -5

3 熊本県 0 3 -3

4 高知県 0 3 -3

5 岐阜県 2 5 -3

6 佐賀県 0 2 -2

7 香川県 0 2 -2

8 岩手県 0 2 -2

9 和歌山県 4 5 -1

10 宮城県 2 3 -1

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 1 6 -5

2 高知県 0 3 -3

3 茨城県 0 3 -3

4 香川県 0 2 -2

5 三重県 0 2 -2

6 沖縄県 0 1 -1
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＜県内における社会動態（０歳～９歳／市町別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５市町は、静岡市、焼

津市、掛川市、吉田町、牧之原市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位６市は、静岡市、牧之原市、掛川

市、浜松市、焼津市、御前崎市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（０歳～９歳／転入超過） 

０歳～９歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転入超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転入超過上位５市町】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10市】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

静岡市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 42 32 10

2016 (H28) 27 22 5

2017 (H29) 40 26 14

2018 (H30) 34 26 8

2019 (R01) 33 29 4

2020 (R02) 33 17 16

2021 (R03) 24 14 10

2022 (R04) 16 25 -9

2023 (R05) 32 20 12

2024 (R06) 35 16 19

316 227 89

140 92 48直近５年累計

10年累計

焼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 46 16 30

2016 (H28) 40 21 19

2017 (H29) 28 17 11

2018 (H30) 24 25 -1

2019 (R01) 24 20 4

2020 (R02) 24 16 8

2021 (R03) 19 12 7

2022 (R04) 23 10 13

2023 (R05) 15 17 -2

2024 (R06) 25 22 3

268 176 92

106 77 29直近５年累計

10年累計

掛川市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 17 11 6

2016 (H28) 26 18 8

2017 (H29) 14 8 6

2018 (H30) 9 8 1

2019 (R01) 13 6 7

2020 (R02) 13 4 9

2021 (R03) 8 5 3

2022 (R04) 10 3 7

2023 (R05) 6 4 2

2024 (R06) 12 5 7

128 72 56

49 21 28直近５年累計

10年累計

吉田町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 15 7 8

2016 (H28) 16 14 2

2017 (H29) 20 13 7

2018 (H30) 24 11 13

2019 (R01) 13 11 2

2020 (R02) 14 9 5

2021 (R03) 13 5 8

2022 (R04) 13 4 9

2023 (R05) 9 10 -1

2024 (R06) 9 10 -1

146 94 52

58 38 20直近５年累計

10年累計

牧之原市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 16 11 5

2016 (H28) 15 13 2

2017 (H29) 18 7 11

2018 (H30) 20 9 11

2019 (R01) 14 12 2

2020 (R02) 14 9 5

2021 (R03) 5 10 -5

2022 (R04) 9 11 -2

2023 (R05) 9 2 7

2024 (R06) 15 6 9

135 90 45

52 38 14直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 県内市町 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡市 140 92 48

2 焼津市 106 77 29

3 掛川市 49 21 28

4 吉田町 58 38 20

5 牧之原市 52 38 14

6 浜松市 54 42 12

7 御前崎市 16 5 11

8 御殿場市 8 1 7

9 菊川市 31 24 7

10 袋井市 16 11 5

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡市 35 16 19

2 牧之原市 15 6 9

3 掛川市 12 5 7

4 浜松市 13 8 5

5 焼津市 25 22 3

6 御殿場市 3 0 3

7 三島市 2 0 2

8 藤枝市 31 29 2

9 菊川市 8 6 2

10 御前崎市 1 0 1



23 

 

＜県内における社会動態（０歳～９歳／市町別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における転出超過は、藤枝市、川根本町、清水

町、磐田市、函南町、富士宮市の６市町となった。 

➢ 令和６（2024）年における転出超過は、富士市、磐田市、川根本町、吉田町、袋

井市の５市町となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（０歳～９歳／転出超過） 

０歳～９歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転出超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転出超過上位５市】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位５市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

藤枝市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 39 40 -1

2016 (H28) 44 46 -2

2017 (H29) 50 51 -1

2018 (H30) 50 34 16

2019 (R01) 72 39 33

2020 (R02) 35 26 9

2021 (R03) 30 42 -12

2022 (R04) 33 43 -10

2023 (R05) 24 22 2

2024 (R06) 31 29 2

408 372 36

153 162 -9直近５年累計

10年累計

川根本町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 4 0 4

2016 (H28) 3 0 3

2017 (H29) 7 1 6

2018 (H30) 5 4 1

2019 (R01) 6 0 6

2020 (R02) 1 3 -2

2021 (R03) 0 2 -2

2022 (R04) 2 0 2

2023 (R05) 3 3 0

2024 (R06) 2 3 -1

33 16 17

8 11 -3直近５年累計

10年累計

清水町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 0 2

2016 (H28) 0 1 -1

2017 (H29) 0 3 -3

2018 (H30) 1 0 1

2019 (R01) 3 0 3

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 3 3 0

2023 (R05) 0 2 -2

2024 (R06) 0 0 0

9 9 0

3 5 -2直近５年累計

10年累計

磐田市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 5 3 2

2016 (H28) 5 0 5

2017 (H29) 1 3 -2

2018 (H30) 2 1 1

2019 (R01) 6 0 6

2020 (R02) 1 4 -3

2021 (R03) 1 2 -1

2022 (R04) 8 1 7

2023 (R05) 1 4 -3

2024 (R06) 5 7 -2

35 25 10

16 18 -2直近５年累計

10年累計

函南町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 0 2

2016 (H28) 2 0 2

2017 (H29) 0 1 -1

2018 (H30) 0 1 -1

2019 (R01) 1 2 -1

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 0 2 -2

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 1 0 1

6 6 0

1 2 -1直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 藤枝市 153 162 -9

2 川根本町 8 11 -3

3 清水町 3 5 -2

4 磐田市 16 18 -2

5 函南町 1 2 -1

6 富士宮市 6 7 -1

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 富士市 1 4 -3

2 磐田市 5 7 -2

3 川根本町 2 3 -1

4 吉田町 9 10 -1

5 袋井市 0 1 -1
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＜県外における社会動態（15歳～19歳／都道府県別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における転入超過は、大分県、鹿児島県、静岡県

の３県となった。 

➢ 令和６（2024）年における転入超過は、静岡県、広島県、和歌山県の３県となっ

た。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（15歳～19歳／転入超過） 

15歳～19歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転入超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転入超過上位３県】（令和２（2020）年以降） 

  ［  

 

【転入超過上位３県】（令和６（2024）年） 

 

出典：住民基本台帳（島田市）   

大分県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 0 1 -1

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 0 1 -1

2020 (R02) 1 0 1

2021 (R03) 2 1 1

2022 (R04) 1 0 1

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 0 0 0

4 3 1

4 1 3

10年累計

直近５年累計

鹿児島県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 0 2

2016 (H28) 1 0 1

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 0 1 -1

2019 (R01) 2 0 2

2020 (R02) 1 0 1

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 1 0 1

2023 (R05) 1 0 1

2024 (R06) 0 0 0

8 1 7

3 0 3

10年累計

直近５年累計

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 50 65 -15

2016 (H28) 40 55 -15

2017 (H29) 50 59 -9

2018 (H30) 51 72 -21

2019 (R01) 53 51 2

2020 (R02) 52 74 -22

2021 (R03) 56 56 0

2022 (R04) 46 40 6

2023 (R05) 57 47 10

2024 (R06) 59 51 8

514 570 -56

270 268 2

10年累計

直近５年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 大分県 4 1 3

2 鹿児島県 3 0 3

3 静岡県 270 268 2

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 59 51 8

2 広島県 6 3 3

3 和歌山県 1 0 1

New!! 
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＜県外における社会動態（15歳～19歳／都道府県別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５都府県は、東京都、

神奈川県、愛知県、埼玉県、大阪府となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位７都道府県は、東京都、愛知県、神

奈川県、京都府、山口県、奈良県、北海道となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（15歳～19歳／転出超過） 

15歳～19歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転出超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転出超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位６都県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 24 -21

2016 (H28) 1 11 -10

2017 (H29) 4 15 -11

2018 (H30) 1 22 -21

2019 (R01) 1 20 -19

2020 (R02) 2 20 -18

2021 (R03) 1 22 -21

2022 (R04) 2 15 -13

2023 (R05) 2 17 -15

2024 (R06) 1 23 -22

18 189 -171

8 97 -89直近５年累計

10年累計

神奈川県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1 13 -12

2016 (H28) 1 5 -4

2017 (H29) 3 12 -9

2018 (H30) 3 14 -11

2019 (R01) 1 14 -13

2020 (R02) 3 7 -4

2021 (R03) 0 13 -13

2022 (R04) 1 9 -8

2023 (R05) 4 16 -12

2024 (R06) 1 15 -14

18 118 -100

9 60 -51直近５年累計

10年累計

愛知県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1 9 -8

2016 (H28) 0 12 -12

2017 (H29) 3 14 -11

2018 (H30) 9 10 -1

2019 (R01) 9 6 3

2020 (R02) 7 20 -13

2021 (R03) 5 15 -10

2022 (R04) 15 19 -4

2023 (R05) 14 22 -8

2024 (R06) 6 21 -15

69 148 -79

47 97 -50直近５年累計

10年累計

埼玉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 5 -3

2016 (H28) 1 4 -3

2017 (H29) 2 8 -6

2018 (H30) 0 1 -1

2019 (R01) 1 3 -2

2020 (R02) 0 3 -3

2021 (R03) 0 5 -5

2022 (R04) 0 2 -2

2023 (R05) 0 3 -3

2024 (R06) 0 2 -2

6 36 -30

0 15 -15直近５年累計

10年累計

大阪府 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 1 -1

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 3 3 0

2018 (H30) 0 1 -1

2019 (R01) 0 3 -3

2020 (R02) 1 1 0

2021 (R03) 1 4 -3

2022 (R04) 0 9 -9

2023 (R05) 2 0 2

2024 (R06) 1 3 -2

8 25 -17

5 17 -12直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 8 97 -89

2 神奈川県 9 60 -51

3 愛知県 47 97 -50

4 埼玉県 0 15 -15

5 大阪府 5 17 -12

6 京都府 3 14 -11

7 石川県 1 12 -11

8 群馬県 0 11 -11

9 山口県 1 9 -8

10 奈良県 2 10 -8

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 1 23 -22

2 愛知県 6 21 -15

3 神奈川県 1 15 -14

4 京都府 1 5 -4

5 山口県 0 3 -3

6 奈良県 2 5 -3

7 北海道 0 3 -3

8 愛媛県 0 2 -2

9 大阪府 1 3 -2

10 埼玉県 0 2 -2

New!! 
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＜県内における社会動態（15歳～19歳／市町別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位６市町は、牧之原市、

川根本町、富士市、磐田市、三島市、御前崎市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５市町は、御前崎市、川根本町、静

岡市、磐田市、吉田町となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（15歳～19歳／転入超過） 

15歳～19歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転入超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転入超過上位５市町】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10市】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

牧之原市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 5 2 3

2016 (H28) 2 0 2

2017 (H29) 1 3 -2

2018 (H30) 4 1 3

2019 (R01) 4 3 1

2020 (R02) 7 2 5

2021 (R03) 4 1 3

2022 (R04) 1 2 -1

2023 (R05) 10 1 9

2024 (R06) 4 2 2

42 17 25

26 8 18

10年累計

直近５年累計

川根本町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 0 2

2016 (H28) 4 2 2

2017 (H29) 1 3 -2

2018 (H30) 3 8 -5

2019 (R01) 1 1 0

2020 (R02) 8 1 7

2021 (R03) 5 1 4

2022 (R04) 2 0 2

2023 (R05) 0 2 -2

2024 (R06) 4 0 4

30 18 12

19 4 15

10年累計

直近５年累計

富士市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 1 -1

2016 (H28) 0 4 -4

2017 (H29) 1 1 0

2018 (H30) 0 1 -1

2019 (R01) 0 2 -2

2020 (R02) 1 0 1

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 1 0 1

2023 (R05) 6 1 5

2024 (R06) 1 1 0

10 11 -1

9 2 7

10年累計

直近５年累計

磐田市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 2 -2

2016 (H28) 0 3 -3

2017 (H29) 4 1 3

2018 (H30) 3 2 1

2019 (R01) 1 0 1

2020 (R02) 0 1 -1

2021 (R03) 2 0 2

2022 (R04) 2 0 2

2023 (R05) 2 1 1

2024 (R06) 3 0 3

17 10 7

9 2 7

10年累計

直近５年累計

三島市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 0 1 -1

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 1 0 1

2022 (R04) 0 0 0

2023 (R05) 3 0 3

2024 (R06) 0 0 0

4 1 3

4 0 4

10年累計

直近５年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 県内市町 転入者数 転出者数 社会増減

1 牧之原市 26 8 18

2 川根本町 19 4 15

3 富士市 9 2 7

4 磐田市 9 2 7

5 三島市 4 0 4

6 御前崎市 8 4 4

7 富士宮市 5 2 3

8 菊川市 19 16 3

9 掛川市 12 11 1

10 裾野市 2 1 1

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 御前崎市 5 1 4

2 川根本町 4 0 4

3 静岡市 11 8 3

4 磐田市 3 0 3

5 吉田町 6 3 3

6 牧之原市 4 2 2

7 富士宮市 2 1 1

8 焼津市 6 5 1

9 掛川市 1 0 1

10 藤枝市 8 7 1

New!! 
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＜県内における社会動態（15歳～19歳／市町別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５市は、浜松市、藤枝

市、静岡市、御殿場市、焼津市となった。 

➢ 令和６（2024）年における転出超過は、菊川市、袋井市、浜松市、御殿場市、伊

東市、沼津市の６市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（15歳～19歳／転出超過） 

15歳～19歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転出超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転出超過上位５市】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 

出典：住民基本台帳（島田市）   

浜松市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 4 6 -2

2016 (H28) 1 5 -4

2017 (H29) 2 9 -7

2018 (H30) 3 5 -2

2019 (R01) 5 3 2

2020 (R02) 1 5 -4

2021 (R03) 1 10 -9

2022 (R04) 5 10 -5

2023 (R05) 3 4 -1

2024 (R06) 2 6 -4

27 63 -36

12 35 -23直近５年累計

10年累計

藤枝市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 13 21 -8

2016 (H28) 10 12 -2

2017 (H29) 14 15 -1

2018 (H30) 13 9 4

2019 (R01) 6 15 -9

2020 (R02) 4 22 -18

2021 (R03) 8 12 -4

2022 (R04) 13 5 8

2023 (R05) 8 9 -1

2024 (R06) 8 7 1

97 127 -30

41 55 -14直近５年累計

10年累計

静岡市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 8 13 -5

2016 (H28) 6 9 -3

2017 (H29) 6 8 -2

2018 (H30) 5 11 -6

2019 (R01) 11 10 1

2020 (R02) 10 14 -4

2021 (R03) 7 11 -4

2022 (R04) 9 9 0

2023 (R05) 10 12 -2

2024 (R06) 11 8 3

83 105 -22

47 54 -7直近５年累計

10年累計

御殿場市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 1 -1

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 1 1 0

2018 (H30) 1 3 -2

2019 (R01) 0 0 0

2020 (R02) 0 2 -2

2021 (R03) 1 1 0

2022 (R04) 0 2 -2

2023 (R05) 0 1 -1

2024 (R06) 1 2 -1

4 13 -9

2 8 -6直近５年累計

10年累計

焼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 8 1 7

2016 (H28) 5 6 -1

2017 (H29) 9 6 3

2018 (H30) 4 5 -1

2019 (R01) 8 4 4

2020 (R02) 6 10 -4

2021 (R03) 8 7 1

2022 (R04) 5 6 -1

2023 (R05) 3 6 -3

2024 (R06) 6 5 1

62 56 6

28 34 -6直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 浜松市 12 35 -23

2 藤枝市 41 55 -14

3 静岡市 47 54 -7

4 御殿場市 2 8 -6

5 焼津市 28 34 -6

6 沼津市 4 7 -3

7 伊豆市 0 1 -1

8 下田市 0 1 -1

9 袋井市 4 5 -1

10 伊東市 0 1 -1

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 菊川市 3 8 -5

2 袋井市 0 4 -4

3 浜松市 2 6 -4

4 御殿場市 1 2 -1

5 伊東市 0 1 -1

6 沼津市 1 2 -1

New!! 
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＜県外における社会動態（20歳～24歳／都道府県別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５県は、広島県、奈良

県、栃木県、富山県、島根県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位７県は、広島県、山梨県、奈良県、

新潟県、岩手県、福井県、島根県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（20歳～24歳／転入超過） 

20歳～24歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転入超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転入超過上位５都県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10府県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

広島県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1 0 1

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 1 0 1

2019 (R01) 1 1 0

2020 (R02) 1 2 -1

2021 (R03) 3 0 3

2022 (R04) 5 2 3

2023 (R05) 9 3 6

2024 (R06) 12 3 9

33 11 22

30 10 20

10年累計

直近５年累計

奈良県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 0 2

2016 (H28) 6 0 6

2017 (H29) 2 4 -2

2018 (H30) 3 1 2

2019 (R01) 2 1 1

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 1 0 1

2022 (R04) 2 1 1

2023 (R05) 2 0 2

2024 (R06) 5 0 5

25 7 18

10 1 9

10年累計

直近５年累計

栃木県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 1 -1

2016 (H28) 3 1 2

2017 (H29) 0 3 -3

2018 (H30) 2 1 1

2019 (R01) 3 3 0

2020 (R02) 8 2 6

2021 (R03) 5 2 3

2022 (R04) 1 0 1

2023 (R05) 1 1 0

2024 (R06) 1 3 -2

24 17 7

16 8 8

10年累計

直近５年累計

富山県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 0 0 0

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 2 0 2

2020 (R02) 1 0 1

2021 (R03) 2 0 2

2022 (R04) 4 0 4

2023 (R05) 1 1 0

2024 (R06) 1 1 0

11 2 9

9 2 7

10年累計

直近５年累計

島根県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 1 0 1

2017 (H29) 1 1 0

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 1 1 0

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 0 0 0

2022 (R04) 4 1 3

2023 (R05) 3 1 2

2024 (R06) 2 0 2

12 4 8

9 2 7

10年累計

直近５年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 広島県 30 10 20

2 奈良県 10 1 9

3 栃木県 16 8 8

4 富山県 9 2 7

5 島根県 9 2 7

6 岩手県 6 1 5

7 茨城県 24 19 5

8 石川県 14 9 5

9 大分県 5 0 5

10 福井県 7 3 4

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 広島県 12 3 9

2 山梨県 6 1 5

3 奈良県 5 0 5

4 新潟県 4 0 4

5 岩手県 2 0 2

6 福井県 3 1 2

7 島根県 2 0 2

8 滋賀県 3 2 1

9 大阪府 14 13 1

10 鳥取県 1 0 1
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＜県外における社会動態（20歳～24歳／都道府県別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５都県は、東京都、神

奈川県、静岡県、埼玉県、愛知県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５都県は、静岡県、東京都、神奈川

県、埼玉県、愛知県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（20歳～24歳／転出超過） 

20歳～24歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転出超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転出超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位10都県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 26 79 -53

2016 (H28) 21 79 -58

2017 (H29) 16 62 -46

2018 (H30) 16 71 -55

2019 (R01) 24 93 -69

2020 (R02) 35 73 -38

2021 (R03) 25 69 -44

2022 (R04) 26 82 -56

2023 (R05) 25 78 -53

2024 (R06) 22 66 -44

236 752 -516

133 368 -235直近５年累計

10年累計

神奈川県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 25 38 -13

2016 (H28) 19 35 -16

2017 (H29) 16 34 -18

2018 (H30) 12 38 -26

2019 (R01) 17 39 -22

2020 (R02) 14 46 -32

2021 (R03) 20 43 -23

2022 (R04) 29 41 -12

2023 (R05) 20 41 -21

2024 (R06) 10 33 -23

182 388 -206

93 204 -111直近５年累計

10年累計

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 173 223 -50

2016 (H28) 157 205 -48

2017 (H29) 179 211 -32

2018 (H30) 192 190 2

2019 (R01) 213 215 -2

2020 (R02) 195 220 -25

2021 (R03) 179 187 -8

2022 (R04) 237 221 16

2023 (R05) 206 219 -13

2024 (R06) 178 223 -45

1,909 2,114 -205

995 1,070 -75直近５年累計

10年累計

埼玉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 8 12 -4

2016 (H28) 7 11 -4

2017 (H29) 2 12 -10

2018 (H30) 7 14 -7

2019 (R01) 6 9 -3

2020 (R02) 7 9 -2

2021 (R03) 6 15 -9

2022 (R04) 8 13 -5

2023 (R05) 4 16 -12

2024 (R06) 3 20 -17

58 131 -73

28 73 -45直近５年累計

10年累計

愛知県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 32 38 -6

2016 (H28) 26 42 -16

2017 (H29) 29 48 -19

2018 (H30) 24 37 -13

2019 (R01) 43 34 9

2020 (R02) 43 41 2

2021 (R03) 28 37 -9

2022 (R04) 36 30 6

2023 (R05) 39 48 -9

2024 (R06) 34 39 -5

334 394 -60

180 195 -15直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 133 368 -235

2 神奈川県 93 204 -111

3 静岡県 995 1,070 -75

4 埼玉県 28 73 -45

5 愛知県 180 195 -15

6 大阪府 37 51 -14

7 岐阜県 16 28 -12

8 千葉県 58 68 -10

9 宮城県 2 10 -8

10 京都府 16 23 -7

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 178 223 -45

2 東京都 22 66 -44

3 神奈川県 10 33 -23

4 埼玉県 3 20 -17

5 愛知県 34 39 -5

6 三重県 2 6 -4

7 宮城県 0 3 -3

8 沖縄県 1 3 -2

9 福岡県 1 3 -2

10 岐阜県 4 6 -2
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＜県内における社会動態（20歳～24歳／市町別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位６市町は、牧之原市、

焼津市、吉田町、御前崎市、富士宮市、藤枝市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５市町は、吉田町、富士市、牧之原

市、川根本町、御前崎市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（20歳～24歳／転入超過） 

20歳～24歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転入超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転入超過上位５市町】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

牧之原市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 13 6 7

2016 (H28) 14 8 6

2017 (H29) 7 10 -3

2018 (H30) 15 5 10

2019 (R01) 16 11 5

2020 (R02) 16 14 2

2021 (R03) 10 3 7

2022 (R04) 13 7 6

2023 (R05) 9 5 4

2024 (R06) 14 7 7

127 76 51

62 36 26直近５年累計

10年累計

焼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 20 23 -3

2016 (H28) 18 16 2

2017 (H29) 29 32 -3

2018 (H30) 21 25 -4

2019 (R01) 35 34 1

2020 (R02) 34 20 14

2021 (R03) 15 19 -4

2022 (R04) 29 26 3

2023 (R05) 31 18 13

2024 (R06) 20 25 -5

252 238 14

129 108 21直近５年累計

10年累計

吉田町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 11 5 6

2016 (H28) 8 5 3

2017 (H29) 11 8 3

2018 (H30) 15 13 2

2019 (R01) 17 11 6

2020 (R02) 13 9 4

2021 (R03) 6 4 2

2022 (R04) 9 8 1

2023 (R05) 10 6 4

2024 (R06) 21 11 10

121 80 41

59 38 21直近５年累計

10年累計

御前崎市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 0 3

2016 (H28) 3 2 1

2017 (H29) 4 3 1

2018 (H30) 3 1 2

2019 (R01) 2 1 1

2020 (R02) 3 2 1

2021 (R03) 4 1 3

2022 (R04) 7 0 7

2023 (R05) 1 2 -1

2024 (R06) 5 2 3

35 14 21

20 7 13直近５年累計

10年累計

富士宮市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 5 0 5

2016 (H28) 6 2 4

2017 (H29) 5 4 1

2018 (H30) 3 0 3

2019 (R01) 6 3 3

2020 (R02) 3 4 -1

2021 (R03) 2 3 -1

2022 (R04) 5 0 5

2023 (R05) 7 0 7

2024 (R06) 4 2 2

46 18 28

21 9 12直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 県内市町 転入者数 転出者数 社会増減

1 牧之原市 62 36 26

2 焼津市 129 108 21

3 吉田町 59 38 21

4 御前崎市 20 7 13

5 富士宮市 21 9 12

6 藤枝市 180 168 12

7 富士市 38 28 10

8 川根本町 19 11 8

9 裾野市 10 4 6

10 長泉町 7 3 4

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 吉田町 21 11 10

2 富士市 12 3 9

3 牧之原市 14 7 7

4 川根本町 5 1 4

5 御前崎市 5 2 3

6 富士宮市 4 2 2

7 下田市 1 0 1

8 裾野市 2 1 1

9 伊豆市 1 0 1

10 菊川市 6 5 1
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＜県内における社会動態（20歳～24歳／市町別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５市は、静岡市、浜松

市、磐田市、掛川市、沼津市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５市は、静岡市、浜松市、藤枝市、

焼津市、磐田市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（20歳～24歳／転出超過） 

20歳～24歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転出超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転出超過上位５市】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

静岡市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 30 62 -32

2016 (H28) 27 53 -26

2017 (H29) 27 40 -13

2018 (H30) 36 41 -5

2019 (R01) 39 39 0

2020 (R02) 34 42 -8

2021 (R03) 37 38 -1

2022 (R04) 50 62 -12

2023 (R05) 34 58 -24

2024 (R06) 24 65 -41

338 500 -162

179 265 -86直近５年累計

10年累計

浜松市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 13 39 -26

2016 (H28) 20 37 -17

2017 (H29) 18 28 -10

2018 (H30) 17 33 -16

2019 (R01) 18 21 -3

2020 (R02) 15 29 -14

2021 (R03) 9 25 -16

2022 (R04) 22 38 -16

2023 (R05) 17 34 -17

2024 (R06) 12 23 -11

161 307 -146

75 149 -74直近５年累計

10年累計

磐田市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 4 -1

2016 (H28) 5 4 1

2017 (H29) 9 10 -1

2018 (H30) 2 6 -4

2019 (R01) 5 3 2

2020 (R02) 2 6 -4

2021 (R03) 5 7 -2

2022 (R04) 6 12 -6

2023 (R05) 9 5 4

2024 (R06) 6 10 -4

52 67 -15

28 40 -12直近５年累計

10年累計

掛川市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 8 -5

2016 (H28) 6 9 -3

2017 (H29) 5 10 -5

2018 (H30) 3 5 -2

2019 (R01) 7 9 -2

2020 (R02) 9 11 -2

2021 (R03) 8 16 -8

2022 (R04) 9 9 0

2023 (R05) 10 8 2

2024 (R06) 10 13 -3

70 98 -28

46 57 -11直近５年累計

10年累計

沼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 5 5 0

2016 (H28) 2 5 -3

2017 (H29) 3 3 0

2018 (H30) 5 5 0

2019 (R01) 4 7 -3

2020 (R02) 1 6 -5

2021 (R03) 3 1 2

2022 (R04) 7 8 -1

2023 (R05) 2 6 -4

2024 (R06) 4 6 -2

36 52 -16

17 27 -10直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡市 179 265 -86

2 浜松市 75 149 -74

3 磐田市 28 40 -12

4 掛川市 46 57 -11

5 沼津市 17 27 -10

6 菊川市 25 32 -7

7 清水町 3 7 -4

8 袋井市 22 26 -4

9 御殿場市 13 16 -3

10 松崎町 0 2 -2

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡市 24 65 -41

2 浜松市 12 23 -11

3 藤枝市 19 29 -10

4 焼津市 20 25 -5

5 磐田市 6 10 -4

6 掛川市 10 13 -3

7 清水町 0 2 -2

8 御殿場市 2 4 -2

9 沼津市 4 6 -2

10 松崎町 0 1 -1
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＜県外における社会動態（25歳～29歳／都道府県別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５県は、静岡県、山梨

県、岐阜県、千葉県、広島県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５県は、山梨県、愛知県、広島県、

富山県、茨城県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（25歳～29歳／転入超過） 

25歳～29歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転入超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転入超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 316 312 4

2016 (H28) 329 315 14

2017 (H29) 289 322 -33

2018 (H30) 304 299 5

2019 (R01) 309 297 12

2020 (R02) 313 302 11

2021 (R03) 335 292 43

2022 (R04) 338 300 38

2023 (R05) 322 298 24

2024 (R06) 301 339 -38

3,156 3,076 80

1,609 1,531 78

10年累計

直近５年累計

山梨県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 1 3 -2

2016 (H28) 3 1 2

2017 (H29) 4 1 3

2018 (H30) 3 0 3

2019 (R01) 3 1 2

2020 (R02) 2 3 -1

2021 (R03) 5 0 5

2022 (R04) 2 2 0

2023 (R05) 7 2 5

2024 (R06) 7 0 7

37 13 24

23 7 16

10年累計

直近５年累計

岐阜県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 9 1 8

2016 (H28) 9 2 7

2017 (H29) 8 8 0

2018 (H30) 12 1 11

2019 (R01) 7 6 1

2020 (R02) 8 2 6

2021 (R03) 2 1 1

2022 (R04) 6 3 3

2023 (R05) 6 3 3

2024 (R06) 3 2 1

70 29 41

25 11 14

10年累計

直近５年累計

千葉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 9 -7

2016 (H28) 13 11 2

2017 (H29) 9 11 -2

2018 (H30) 9 7 2

2019 (R01) 9 4 5

2020 (R02) 3 4 -1

2021 (R03) 7 6 1

2022 (R04) 19 5 14

2023 (R05) 4 10 -6

2024 (R06) 6 5 1

81 72 9

39 30 9

10年累計

直近５年累計

広島県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 3 4 -1

2016 (H28) 0 1 -1

2017 (H29) 1 0 1

2018 (H30) 3 0 3

2019 (R01) 1 0 1

2020 (R02) 2 1 1

2021 (R03) 4 0 4

2022 (R04) 1 1 0

2023 (R05) 1 3 -2

2024 (R06) 5 0 5

21 10 11

13 5 8

10年累計

直近５年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 1,609 1,531 78

2 山梨県 23 7 16

3 岐阜県 25 11 14

4 千葉県 39 30 9

5 広島県 13 5 8

6 奈良県 9 2 7

7 茨城県 27 21 6

8 群馬県 14 8 6

9 高知県 6 0 6

10 宮崎県 9 3 6

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 山梨県 7 0 7

2 愛知県 30 24 6

3 広島県 5 0 5

4 富山県 4 0 4

5 茨城県 4 1 3

6 群馬県 3 1 2

7 新潟県 2 0 2

8 奈良県 2 0 2

9 鳥取県 2 0 2

10 岡山県 2 0 2
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＜県外における社会動態（25歳～29歳／都道府県別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５都府県は、東京都、

神奈川県、愛知県、埼玉県、大阪府となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５都県は、静岡県、東京都、福岡

県、三重県、神奈川県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（25歳～29歳／転出超過） 

25歳～29歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転出超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転出超過上位５都府県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位６都県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 27 42 -15

2016 (H28) 30 45 -15

2017 (H29) 30 38 -8

2018 (H30) 24 48 -24

2019 (R01) 27 48 -21

2020 (R02) 26 31 -5

2021 (R03) 27 31 -4

2022 (R04) 20 31 -11

2023 (R05) 26 41 -15

2024 (R06) 20 38 -18

257 393 -136

119 172 -53直近５年累計

10年累計

神奈川県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 22 25 -3

2016 (H28) 11 18 -7

2017 (H29) 18 22 -4

2018 (H30) 18 37 -19

2019 (R01) 15 26 -11

2020 (R02) 13 21 -8

2021 (R03) 26 36 -10

2022 (R04) 14 26 -12

2023 (R05) 25 20 5

2024 (R06) 20 25 -5

182 256 -74

98 128 -30直近５年累計

10年累計

愛知県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 28 38 -10

2016 (H28) 19 26 -7

2017 (H29) 41 35 6

2018 (H30) 23 31 -8

2019 (R01) 31 23 8

2020 (R02) 32 33 -1

2021 (R03) 17 39 -22

2022 (R04) 36 33 3

2023 (R05) 24 39 -15

2024 (R06) 30 24 6

281 321 -40

139 168 -29直近５年累計

10年累計

埼玉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 9 15 -6

2016 (H28) 12 15 -3

2017 (H29) 7 10 -3

2018 (H30) 9 10 -1

2019 (R01) 7 5 2

2020 (R02) 12 16 -4

2021 (R03) 8 9 -1

2022 (R04) 9 11 -2

2023 (R05) 9 14 -5

2024 (R06) 5 9 -4

87 114 -27

43 59 -16直近５年累計

10年累計

大阪府 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 8 12 -4

2016 (H28) 8 11 -3

2017 (H29) 5 9 -4

2018 (H30) 6 3 3

2019 (R01) 4 11 -7

2020 (R02) 8 10 -2

2021 (R03) 7 11 -4

2022 (R04) 9 9 0

2023 (R05) 10 17 -7

2024 (R06) 11 10 1

76 103 -27

45 57 -12直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 119 172 -53

2 神奈川県 98 128 -30

3 愛知県 139 168 -29

4 埼玉県 43 59 -16

5 大阪府 45 57 -12

6 三重県 20 25 -5

7 長野県 16 21 -5

8 福岡県 10 13 -3

9 沖縄県 5 7 -2

10 愛媛県 1 3 -2

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 301 339 -38

2 東京都 20 38 -18

3 福岡県 1 7 -6

4 三重県 1 6 -5

5 神奈川県 20 25 -5

6 兵庫県 3 7 -4

7 埼玉県 5 9 -4

8 長野県 1 4 -3

9 北海道 1 3 -2

10 沖縄県 1 2 -1
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＜県内における社会動態（25歳～29歳／市町別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５市町は、牧之原市、

焼津市、吉田町、藤枝市、川根本町となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位６市町は、焼津市、牧之原市、菊川

市、川根本町、裾野市、吉田町となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（25歳～29歳／転入超過） 

25歳～29歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転入超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転入超過上位５市町】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位８市町】（令和６（2024）年） 

 

出典：住民基本台帳（島田市）   

牧之原市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 23 12 11

2016 (H28) 21 16 5

2017 (H29) 27 8 19

2018 (H30) 23 14 9

2019 (R01) 13 10 3

2020 (R02) 18 10 8

2021 (R03) 18 7 11

2022 (R04) 24 7 17

2023 (R05) 17 6 11

2024 (R06) 24 14 10

208 104 104

101 44 57

10年累計

直近５年累計

焼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 46 33 13

2016 (H28) 37 43 -6

2017 (H29) 41 57 -16

2018 (H30) 38 25 13

2019 (R01) 35 36 -1

2020 (R02) 42 39 3

2021 (R03) 52 33 19

2022 (R04) 44 23 21

2023 (R05) 39 47 -8

2024 (R06) 53 32 21

427 368 59

230 174 56

10年累計

直近５年累計

吉田町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 15 11 4

2016 (H28) 20 14 6

2017 (H29) 21 9 12

2018 (H30) 13 22 -9

2019 (R01) 22 5 17

2020 (R02) 18 19 -1

2021 (R03) 26 12 14

2022 (R04) 32 12 20

2023 (R05) 25 16 9

2024 (R06) 24 22 2

216 142 74

125 81 44

10年累計

直近５年累計

藤枝市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 64 64 0

2016 (H28) 55 66 -11

2017 (H29) 43 78 -35

2018 (H30) 77 49 28

2019 (R01) 74 54 20

2020 (R02) 61 54 7

2021 (R03) 67 65 2

2022 (R04) 61 48 13

2023 (R05) 65 47 18

2024 (R06) 55 68 -13

622 593 29

309 282 27

10年累計

直近５年累計

川根本町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 13 5 8

2016 (H28) 14 5 9

2017 (H29) 12 4 8

2018 (H30) 7 0 7

2019 (R01) 6 3 3

2020 (R02) 8 3 5

2021 (R03) 8 2 6

2022 (R04) 6 3 3

2023 (R05) 8 3 5

2024 (R06) 4 0 4

86 28 58

34 11 23

10年累計

直近５年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 県内市町 転入者数 転出者数 社会増減

1 牧之原市 101 44 57

2 焼津市 230 174 56

3 吉田町 125 81 44

4 藤枝市 309 282 27

5 川根本町 34 11 23

6 御前崎市 29 8 21

7 富士宮市 21 15 6

8 菊川市 67 62 5

9 裾野市 16 12 4

10 伊東市 6 3 3

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 焼津市 53 32 21

2 牧之原市 24 14 10

3 菊川市 13 7 6

4 川根本町 4 0 4

5 裾野市 3 1 2

6 吉田町 24 22 2

7 富士宮市 5 4 1

8 伊東市 2 1 1
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＜県内における社会動態（25歳～29歳／市町別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位６市は、掛川市、静岡

市、浜松市、袋井市、磐田市、富士市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５市は、静岡市、掛川市、藤枝市、

浜松市、富士市となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（25歳～29歳／転出超過） 

25歳～29歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転出超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転出超過上位５市】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

掛川市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 12 28 -16

2016 (H28) 24 25 -1

2017 (H29) 12 16 -4

2018 (H30) 14 14 0

2019 (R01) 12 26 -14

2020 (R02) 14 23 -9

2021 (R03) 15 20 -5

2022 (R04) 14 25 -11

2023 (R05) 13 11 2

2024 (R06) 15 31 -16

145 219 -74

71 110 -39直近５年累計

10年累計

静岡市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 61 65 -4

2016 (H28) 69 74 -5

2017 (H29) 50 64 -14

2018 (H30) 47 66 -19

2019 (R01) 60 73 -13

2020 (R02) 66 64 2

2021 (R03) 58 52 6

2022 (R04) 68 71 -3

2023 (R05) 55 68 -13

2024 (R06) 55 83 -28

589 680 -91

302 338 -36直近５年累計

10年累計

浜松市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 18 27 -9

2016 (H28) 32 22 10

2017 (H29) 26 29 -3

2018 (H30) 22 35 -13

2019 (R01) 30 32 -2

2020 (R02) 25 23 2

2021 (R03) 30 27 3

2022 (R04) 27 41 -14

2023 (R05) 35 39 -4

2024 (R06) 28 39 -11

273 314 -41

145 169 -24直近５年累計

10年累計

袋井市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 6 11 -5

2016 (H28) 5 8 -3

2017 (H29) 9 11 -2

2018 (H30) 12 14 -2

2019 (R01) 7 7 0

2020 (R02) 6 11 -5

2021 (R03) 7 10 -3

2022 (R04) 4 6 -2

2023 (R05) 7 8 -1

2024 (R06) 3 5 -2

66 91 -25

27 40 -13直近５年累計

10年累計

磐田市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 6 12 -6

2016 (H28) 4 8 -4

2017 (H29) 6 8 -2

2018 (H30) 5 2 3

2019 (R01) 12 8 4

2020 (R02) 6 13 -7

2021 (R03) 8 9 -1

2022 (R04) 7 15 -8

2023 (R05) 13 8 5

2024 (R06) 6 8 -2

73 91 -18

40 53 -13直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 掛川市 71 110 -39

2 静岡市 302 338 -36

3 浜松市 145 169 -24

4 袋井市 27 40 -13

5 磐田市 40 53 -13

6 富士市 36 49 -13

7 三島市 9 15 -6

8 長泉町 4 9 -5

9 湖西市 2 6 -4

10 御殿場市 5 9 -4

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡市 55 83 -28

2 掛川市 15 31 -16

3 藤枝市 55 68 -13

4 浜松市 28 39 -11

5 富士市 4 10 -6

6 長泉町 0 2 -2

7 袋井市 3 5 -2

8 磐田市 6 8 -2

9 清水町 0 1 -1

10 松崎町 0 1 -1
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＜県外における社会動態（30歳～39歳／都道府県別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５県は、静岡県、岐阜

県、千葉県、富山県、兵庫県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５県は、岐阜県、千葉県、神奈川

県、富山県、長野県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（30歳～39歳／転入超過） 

30歳～39歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転入超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転入超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

静岡県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 478 402 76

2016 (H28) 467 374 93

2017 (H29) 413 413 0

2018 (H30) 454 362 92

2019 (R01) 436 388 48

2020 (R02) 393 321 72

2021 (R03) 351 378 -27

2022 (R04) 366 338 28

2023 (R05) 320 313 7

2024 (R06) 363 362 1

4,041 3,651 390

1,793 1,712 81直近５年累計

10年累計

岐阜県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 16 2 14

2016 (H28) 12 3 9

2017 (H29) 6 3 3

2018 (H30) 10 5 5

2019 (R01) 7 5 2

2020 (R02) 3 2 1

2021 (R03) 3 3 0

2022 (R04) 5 5 0

2023 (R05) 16 3 13

2024 (R06) 14 2 12

92 33 59

41 15 26直近５年累計

10年累計

千葉県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 11 6 5

2016 (H28) 7 8 -1

2017 (H29) 10 5 5

2018 (H30) 10 3 7

2019 (R01) 7 10 -3

2020 (R02) 7 12 -5

2021 (R03) 15 10 5

2022 (R04) 14 9 5

2023 (R05) 11 8 3

2024 (R06) 12 3 9

104 74 30

59 42 17直近５年累計

10年累計

富山県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 0 0 0

2016 (H28) 3 0 3

2017 (H29) 0 2 -2

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 2 0 2

2020 (R02) 1 0 1

2021 (R03) 1 0 1

2022 (R04) 4 1 3

2023 (R05) 1 2 -1

2024 (R06) 5 2 3

17 7 10

12 5 7直近５年累計

10年累計

兵庫県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 6 -4

2016 (H28) 2 3 -1

2017 (H29) 3 3 0

2018 (H30) 6 2 4

2019 (R01) 3 5 -2

2020 (R02) 6 1 5

2021 (R03) 3 1 2

2022 (R04) 1 2 -1

2023 (R05) 2 2 0

2024 (R06) 1 2 -1

29 27 2

13 8 5直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 静岡県 1,793 1,712 81

2 岐阜県 41 15 26

3 千葉県 59 42 17

4 富山県 12 5 7

5 兵庫県 13 8 5

6 岩手県 4 0 4

7 福島県 9 5 4

8 埼玉県 47 43 4

9 愛知県 146 142 4

10 山形県 4 1 3

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 岐阜県 14 2 12

2 千葉県 12 3 9

3 神奈川県 23 18 5

4 富山県 5 2 3

5 長野県 4 1 3

6 岩手県 2 0 2

7 山形県 2 0 2

8 新潟県 2 0 2

9 滋賀県 4 2 2

10 岡山県 3 1 2



37 

 

＜県外における社会動態（30歳～39歳／都道府県別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位６都府県は、東京都、

沖縄県、京都府、神奈川県、香川県、山梨県となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５都県は、東京都、茨城県、愛知

県、高知県、山梨県となった。 

 

■島田市 都道府県別にみた社会動態の状況（30歳～39歳／転出超過） 

30歳～39歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、都道府県別に集計

し、転出超過の大きい都道府県を掲載しています。 

 

【転出超過上位５県】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位６都県】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

東京都 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 30 35 -5

2016 (H28) 31 33 -2

2017 (H29) 28 35 -7

2018 (H30) 31 40 -9

2019 (R01) 28 29 -1

2020 (R02) 23 28 -5

2021 (R03) 32 27 5

2022 (R04) 35 37 -2

2023 (R05) 15 17 -2

2024 (R06) 17 33 -16

270 314 -44

122 142 -20直近５年累計

10年累計

沖縄県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 1 1

2016 (H28) 4 1 3

2017 (H29) 3 0 3

2018 (H30) 3 3 0

2019 (R01) 0 1 -1

2020 (R02) 0 1 -1

2021 (R03) 2 5 -3

2022 (R04) 2 1 1

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 0 2 -2

16 15 1

4 9 -5直近５年累計

10年累計

京都府 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 4 4 0

2016 (H28) 1 1 0

2017 (H29) 1 5 -4

2018 (H30) 3 6 -3

2019 (R01) 1 4 -3

2020 (R02) 0 2 -2

2021 (R03) 2 0 2

2022 (R04) 2 3 -1

2023 (R05) 1 3 -2

2024 (R06) 0 2 -2

15 30 -15

5 10 -5直近５年累計

10年累計

神奈川県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 23 20 3

2016 (H28) 16 34 -18

2017 (H29) 26 14 12

2018 (H30) 25 20 5

2019 (R01) 14 14 0

2020 (R02) 19 18 1

2021 (R03) 29 24 5

2022 (R04) 14 21 -7

2023 (R05) 20 29 -9

2024 (R06) 23 18 5

209 212 -3

105 110 -5直近５年累計

10年累計

香川県 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 2 1 1

2016 (H28) 0 0 0

2017 (H29) 1 0 1

2018 (H30) 0 0 0

2019 (R01) 0 0 0

2020 (R02) 0 0 0

2021 (R03) 0 2 -2

2022 (R04) 0 0 0

2023 (R05) 0 0 0

2024 (R06) 0 2 -2

3 5 -2

0 4 -4直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 122 142 -20

2 沖縄県 4 9 -5

3 京都府 5 10 -5

4 神奈川県 105 110 -5

5 香川県 0 4 -4

6 山梨県 13 17 -4

7 高知県 0 3 -3

8 秋田県 0 3 -3

9 佐賀県 0 2 -2

10 三重県 18 20 -2

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 東京都 17 33 -16

2 茨城県 1 7 -6

3 愛知県 26 31 -5

4 高知県 0 3 -3

5 山梨県 1 4 -3

6 沖縄県 0 2 -2

7 香川県 0 2 -2

8 大阪府 6 8 -2

9 京都府 0 2 -2

10 北海道 1 3 -2
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＜県内における社会動態（30歳～39歳／市町別／転入超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転入超過の上位５市町は、牧之原市、

焼津市、川根本町、吉田町、御前崎市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転入超過の上位５市町は、焼津市、牧之原市、川根

本町、袋井市、函南町となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（30歳～39歳／転入超過） 

30歳～39歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転入超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転入超過上位５市町】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転入超過上位10市町】（令和６（2024）年） 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

牧之原市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 32 20 12

2016 (H28) 38 21 17

2017 (H29) 30 23 7

2018 (H30) 34 13 21

2019 (R01) 29 12 17

2020 (R02) 29 9 20

2021 (R03) 18 19 -1

2022 (R04) 27 20 7

2023 (R05) 20 12 8

2024 (R06) 18 9 9

275 158 117

112 69 43直近５年累計

10年累計

焼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 72 50 22

2016 (H28) 71 44 27

2017 (H29) 46 62 -16

2018 (H30) 62 37 25

2019 (R01) 60 49 11

2020 (R02) 51 40 11

2021 (R03) 36 39 -3

2022 (R04) 41 38 3

2023 (R05) 38 39 -1

2024 (R06) 59 40 19

536 438 98

225 196 29直近５年累計

10年累計

川根本町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 11 2 9

2016 (H28) 15 1 14

2017 (H29) 9 2 7

2018 (H30) 12 1 11

2019 (R01) 7 4 3

2020 (R02) 9 3 6

2021 (R03) 7 2 5

2022 (R04) 8 2 6

2023 (R05) 5 5 0

2024 (R06) 9 2 7

92 24 68

38 14 24直近５年累計

10年累計

吉田町 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 40 22 18

2016 (H28) 45 22 23

2017 (H29) 28 18 10

2018 (H30) 43 23 20

2019 (R01) 37 27 10

2020 (R02) 34 32 2

2021 (R03) 24 15 9

2022 (R04) 27 19 8

2023 (R05) 25 22 3

2024 (R06) 22 21 1

325 221 104

132 109 23直近５年累計

10年累計

御前崎市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 10 2 8

2016 (H28) 3 7 -4

2017 (H29) 2 10 -8

2018 (H30) 8 4 4

2019 (R01) 8 3 5

2020 (R02) 11 0 11

2021 (R03) 6 1 5

2022 (R04) 4 3 1

2023 (R05) 5 2 3

2024 (R06) 4 2 2

61 34 27

30 8 22直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 県内市町 転入者数 転出者数 社会増減

1 牧之原市 112 69 43

2 焼津市 225 196 29

3 川根本町 38 14 24

4 吉田町 132 109 23

5 御前崎市 30 8 22

6 静岡市 355 337 18

7 三島市 20 16 4

8 富士宮市 15 11 4

9 菊川市 80 76 4

10 御殿場市 12 9 3

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 焼津市 59 40 19

2 牧之原市 18 9 9

3 川根本町 9 2 7

4 袋井市 8 4 4

5 函南町 4 0 4

6 静岡市 88 86 2

7 富士宮市 3 1 2

8 御前崎市 4 2 2

9 伊豆市 1 0 1

10 清水町 1 0 1
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＜県内における社会動態（30歳～39歳／市町別／転出超過）＞ 

➢ 令和２（2020）年以降の５年間における、転出超過の上位５市は、藤枝市、掛川

市、浜松市、磐田市、沼津市となった。 

➢ 令和６（2024）年における、転出超過の上位５市は、浜松市、掛川市、菊川市、

磐田市、富士市の５市町となった。 

 

■島田市 県内市町別にみた社会動態の状況（30歳～39歳／転出超過） 

30歳～39歳の令和２（2020）年以降の５年間の社会動態について、県内市町別に集計

し、転出超過の大きい市町を掲載しています。 

 

【転出超過上位５市】（令和２（2020）年以降） 

   

   

【転出超過上位５市町】（令和６（2024）年） 

［ 
出典：住民基本台帳（島田市）   

藤枝市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 100 99 1

2016 (H28) 87 88 -1

2017 (H29) 101 89 12

2018 (H30) 111 76 35

2019 (R01) 107 105 2

2020 (R02) 60 71 -11

2021 (R03) 78 85 -7

2022 (R04) 74 90 -16

2023 (R05) 64 55 9

2024 (R06) 68 69 -1

850 827 23

344 370 -26直近５年累計

10年累計

掛川市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 33 33 0

2016 (H28) 24 25 -1

2017 (H29) 34 33 1

2018 (H30) 19 35 -16

2019 (R01) 21 27 -6

2020 (R02) 25 18 7

2021 (R03) 23 41 -18

2022 (R04) 28 23 5

2023 (R05) 16 23 -7

2024 (R06) 20 31 -11

243 289 -46

112 136 -24直近５年累計

10年累計

浜松市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 26 23 3

2016 (H28) 35 31 4

2017 (H29) 17 26 -9

2018 (H30) 35 18 17

2019 (R01) 32 26 6

2020 (R02) 39 28 11

2021 (R03) 31 33 -2

2022 (R04) 23 20 3

2023 (R05) 22 37 -15

2024 (R06) 26 39 -13

286 281 5

141 157 -16直近５年累計

10年累計

磐田市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 11 15 -4

2016 (H28) 8 5 3

2017 (H29) 5 8 -3

2018 (H30) 10 10 0

2019 (R01) 11 5 6

2020 (R02) 5 7 -2

2021 (R03) 10 13 -3

2022 (R04) 12 7 5

2023 (R05) 2 10 -8

2024 (R06) 6 11 -5

80 91 -11

35 48 -13直近５年累計

10年累計

沼津市 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2015 (H27) 10 7 3

2016 (H28) 3 3 0

2017 (H29) 4 7 -3

2018 (H30) 5 6 -1

2019 (R01) 7 4 3

2020 (R02) 7 10 -3

2021 (R03) 2 6 -4

2022 (R04) 3 2 1

2023 (R05) 5 5 0

2024 (R06) 3 5 -2

49 55 -6

20 28 -8直近５年累計

10年累計

直近５年累計 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 藤枝市 344 370 -26

2 掛川市 112 136 -24

3 浜松市 141 157 -16

4 磐田市 35 48 -13

5 沼津市 20 28 -8

6 湖西市 3 10 -7

7 長泉町 6 9 -3

8 清水町 4 7 -3

9 富士市 38 41 -3

10 袋井市 36 38 -2

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 都道府県 転入者数 転出者数 社会増減

1 浜松市 26 39 -13

2 掛川市 20 31 -11

3 菊川市 12 18 -6

4 磐田市 6 11 -5

5 富士市 5 9 -4

6 長泉町 0 3 -3

7 裾野市 0 3 -3

8 湖西市 0 2 -2

9 沼津市 3 5 -2

10 伊豆の国市 0 1 -1
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＜外国人の国籍別人口＞ 

➢ 令和６（2024）年12月31日現在の人口が100人を超えている国は、ベトナム、フ

ィリピン、中国、ブラジル、インドネシア、ネパールとなった。 

➢ 前年からの増加の上位５か国は、ベトナム、インドネシア、ミャンマー、フィリ

ピン、バングラデシュとなった。 

 

■島田市 外国人の国籍別人口の推移 

令和２（2020）年から令和６（2024）年の外国人について、国籍別に集計し、人口が多

い10か国を掲載しています。 

 

 
出典：住民基本台帳（島田市）   

順位 2020 (R02) 2021 (R03) 2022 (R04) 2023 (R05) 2024 (R06)

343人 (23.2%) 333人 (23.3%) 440人 (26.0%) 469人 (24.9%) 525人 (26.8%)

302人 (20.4%) 333人 (23.3%) 356人 (21.0%) 377人 (20.0%) 392人 (20.0%)

256人 (17.3%) 202人 (14.1%) 215人 (12.7%) 220人 (11.7%) 226人 (11.5%)

201人 (13.6%) 177人 (12.4%) 181人 (10.7%) 213人 (11.3%) 196人 (10.0%)

79人 (5.3%) 84人 (5.9%) 128人 (7.6%) 156人 (8.3%) 190人 (9.7%)

63人 (4.3%) 58人 (4.1%) 93人 (5.5%) 152人 (8.1%) 106人 (5.4%)

41人 (2.8%) 38人 (2.7%) 57人 (3.4%) 48人 (2.6%) 55人 (2.8%)

39人 (2.6%) 37人 (2.6%) 37人 (2.2%) 38人 (2.0%) 46人 (2.3%)

25人 (1.7%) 28人 (2.0%) 30人 (1.8%) 33人 (1.8%) 36人 (1.8%)

17人 (1.1%) 23人 (1.6%) 30人 (1.8%) 30人 (1.6%) 35人 (1.8%)
前年比 +10人 前年比 +7人 前年比 +7人 前年比 +2人

前年比 -1人 前年比 +0人 前年比 +1人 前年比 -2人

前年比 +3人 前年比 +2人 前年比 +3人 前年比 -2人

前年比 -5人 前年比 +9人 前年比 +24人 前年比 -46人

前年比 -1人 前年比 -1人 前年比 -9人 前年比 +25人

前年比 +6人

前年比 -79人 前年比 +4人 前年比 -2人 前年比 -17人

前年比 +5人 前年比 +90人 前年比 +63人 前年比 +34人

前年比 +187人 前年比 +79人

前年比 -10人 前年比 +107人 前年比 +29人 前年比 +56人

前年比 +31人 前年比 +23人 前年比 +21人 前年比 +15人

40か国
1,428人

前年比 -51人

36か国 41か国 43か国
1,695人 1,882人 1,961人

前年比 +267人

アルゼンチン アルゼンチン スリランカ 韓国

スリランカ スリランカ ミャンマー スリランカ

ネパール ペルー ペルー ミャンマー

韓国 韓国 韓国 ペルー

ネパール インドネシア インドネシア

ペルー インドネシア ネパール ネパール

ブラジル 中国 中国

中国 中国 ブラジル ブラジル
前年比 +1人 前年比 +13人 前年比 +39人

ベトナム ベトナム ベトナム

ベトナム フィリピン フィリピン フィリピン

前年比 +3人

前年比 +10人

前年比 +0人

前年比 +10人

前年比 -17人

前年比 +36人

40か国
1,479人

前年比 +68人

前年比 +0人

前年比 +0人

前年比 +9人

フィリピン

ベトナム

中国

ブラジル

インドネシア

ペルー

前年比 +22人

ブラジル

インドネシア

7

8

9

10

全体

フィリピン

韓国

ネパール

アルゼンチン

ボリビア

1

2

3

4

5

6
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＜外国人の国籍別社会移動＞ 

➢ 令和５（2023）年以降の２年間における、転入超過の上位５か国は、ベトナム、

インドネシア、中国、フィリピン、ミャンマーとなった。 

➢ 令和５（2023）年以降の２年間における、転出超過の上位５か国は、ネパール、

ブラジル、パラグアイ、ボリビア、ペルーとなった。 

 

■島田市 国籍別にみた社会動態の状況 

令和５（2023）年から令和６（2024）年の社会動態について、国籍別に集計し、転入超

過、転出超過の大きい国籍を掲載しています。 

 

【転入超過上位５か国】（令和５（2023）年以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転出超過上位５か国】（令和５（2023）年以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳（島田市） 

累計 （単位：人）

上位 国籍名 転入者数 転出者数 社会増減

1 ベトナム 415 306 109

2 インドネシア 143 43 100

3 中国 109 44 65

4 フィリピン 157 100 57

5 ミャンマー 43 10 33

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 国籍名 転入者数 転出者数 社会増減

1 ベトナム 226 167 59

2 インドネシア 60 27 33

3 ミャンマー 31 6 25

4 フィリピン 61 42 19

5 中国 35 24 11

ベトナム （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 189 139 50

2024 (R06) 226 167 59

415 306 109累計

中国 （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 74 20 54

2024 (R06) 35 24 11

109 44 65累計

ミャンマー （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 12 4 8

2024 (R06) 31 6 25

43 10 33累計

インドネシア （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 83 16 67

2024 (R06) 60 27 33

143 43 100累計

フィリピン （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 96 58 38

2024 (R06) 61 42 19

157 100 57累計

累計 （単位：人）

上位 国籍名 転入者数 転出者数 社会増減

1 ネパール 53 80 -27

2 ブラジル 49 62 -13

3 パラグアイ 0 5 -5

4 ボリビア 0 4 -4

5 ペルー 6 9 -3

2024 (R06)年 （単位：人）

上位 国籍名 転入者数 転出者数 社会増減

1 ネパール 26 73 -47

2 ブラジル 26 40 -14

3 ラオス 0 3 -3

4 ペルー 0 2 -2

5 台湾 2 4 -2

ネパール （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 27 7 20

2024 (R06) 26 73 -47

53 80 -27累計

パラグアイ （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 0 4 -4

2024 (R06) 0 1 -1

0 5 -5累計

ブラジル （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 23 22 1

2024 (R06) 26 40 -14

49 62 -13累計

ボリビア （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 0 4 -4

2024 (R06) 0 0 0

0 4 -4累計

ペルー （単位：人）

転入者数 転出者数 社会増減

2023 (R05) 6 7 -1

2024 (R06) 0 2 -2

6 9 -3累計


